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略 語 表 

略語 英語名 日本語名 

C/P Counterpart カウンターパート 

GIS Geographic Information System 地理情報システム 

GIZ German International Cooperation 

Agency 
ドイツ国際協力公社 

GPS Global Positioning System 全地球測位システム 

HQ Headquarters 本部 

IDP Internal Displaced Person 国内避難民 

JCC Joint Coordination Committee 合同調整委員会 

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人国際協力機構 

M/M Minutes of Meeting, Man Month 協議議事録、人月 

MDTF Multi Donor Trust Fund 多国ドナー信託基金 

MFEP Ministry of Finance and Economic 

Planning 
財務・経済計画省 

MWRI Ministry of Water Resources and 

Irrigation 
水資源・灌漑省 

OVI Objectively Verifiable Indicator 客観的検証可能な指標 

O&M Operation and Maintenance 運転・維持管理 

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン･マトリックス 

PI Performance Indicator 業務指標 

PO Plan of Operations 業務計画 

R/D Record of Discussion 討議議事録 

ROSS Republic of South Sudan 南スーダン共和国 

SIP Small Infrastructure Project 小規模インフラ・プロジェクト 

SOP Standard Operational Procedure 標準運転手順書 

SSDP South Sudan Development Plan 南スーダン開発計画 

SSP South Sudanese Pound 南スーダン・ポンド 

SSUWC South Sudan Urban Water Corporation 南スーダン都市水道公社 

SUWASA Sustainable Water and Sanitation in 

Africa  

アフリカの持続可能な給水と衛生プログ
ラム 

TCP Technical Cooperation Project 技術協力プロジェクト 

TICAD Tokyo International Conference on 

African Development 
アフリカ開発会議 

USAID United States Agency for International 

Development 
米国国際開発庁 

USD United States Dollars 米ドル 

UWC Urban Water Corporation 都市水道公社 

WB World Bank 世界銀行 

WTP Water Treatment Plant 浄水場 
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終了時評価調査結果要約表 

I. 案件の概要 

国名：南スーダン国 案件名：都市水道公社水道事業管理能力強化プロジェ

クト 

分野：水資源・防災 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部 協力金額（評価時点）：2.75 億円 

協力相手先機関：南スーダン都市水道公社（SSUWC）

ジュバ支所、本部 

協力期間： 

2010 年 10 月～2013 年 9 月（3 年間） 

日本側協力機関：無し 

1. 協力の背景と概要 

スーダン共和国では、20 年以上に渡り政府とスーダン人民解放運動との間で内戦が続き、2005

年 1 月の南北包括的和平合意（Comprehensive Peace Agreement: CPA）の締結の後、南部スーダンは

暫定政府を樹立した。その後、首都となったジュバでは、国内外からの帰還民により人口が急増し、

現在の人口は 40 万人程度と推計されている。都市インフラについては、内戦の影響で維持管理が

ほとんど行われていない上に、多くの施設が既に老朽化しており、住民へのサービス提供機能が著

しく低下している。 

水資源・灌漑省（MWRI）傘下の南スーダン都市水道公社（SSUWC）ジュバ支所（職員 164 名）

が、ジュバの浄水場および送配水施設からなる水道施設の運転・維持管理、料金徴収等を行なって

いる。しかしながら、ジュバ支所では、設備の老朽化に加えて、上水道施設の運転・維持管理にか

かる職員の知識・技術不足、水質検査・確認体制の欠如、更新された顧客台帳の欠如、均等配水管

理システムの欠如、必要な維持管理資機材や予算の不足により、計画的かつ効率的な配水が困難な

状態になっている。加えて、上水道施設の運営に必要な支出を賄うために十分な料金収入を得られ

ていない状態である。明確な財務状況の査定や適切な水道料金政策なしに、安価な定額制料金体系

が採用されており、手書きの顧客台帳により料金徴収を管理する体制は非常に非効率的である。 

SSUWC 本部（職員 38 名）は、こうした各支所が抱える技術的な問題の対処に関する指揮監督

を行なうと共に、支所の運営に必要な予算を確保・措置する立場にあるが、実態を把握する制度上

の枠組みや双方の十分な情報交換がない中で、適切な支援を行なうことが出来ない状態となってい

る。 

このような状況から、南部スーダン政府（当時）より日本政府に対し、ジュバの給水事業改善に

向けて、SSUWC ジュバ支所の水道事業運営管理能力の強化を目的とした技術協力プロジェクトが

要請された。この要請に基づき、2010 年 2-3 月に詳細計画調査団が派遣され、水資源・灌漑省を

監督機関とし、SSUWC 本部とジュバ支所をターゲット･グループとするプロジェクト骨子が作成

された。これを受けて、2010 年 7 月南部スーダン政府（当時）を代表した水資源・灌漑省と JICA

スーダン事務所が討議議事録に署名をし、日本政府が「都市水道公社水道事業管理能力強化プロ

ジェクト」の実施を決定した。 

 

2. 協力内容 

(1) 上位目標： 

1) SSUWC ジュバ支所が管轄する水道サービスの質が改善する。 

2) 南スーダン都市水道公社の水道事業管理能力が向上する。 
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(2) プロジェクト目標： 

運転・維持管理能力の改善を通して、南スーダン都市水道公社ジュバ支所の水道事業運営能

力が強化される。 

 

(3) 成果（アウトプット）： 

1) SSUWC ジュバ支所の取水・導水・浄水施設の運転・維持管理能力が向上する。 

2) SSUWC ジュバ支所の送配水施設の運転・維持管理能力が向上する。 

3) SSUWC ジュバ支所の水質管理能力が向上する。 

4) SSUWC ジュバ支所の財務状況に関する理解が向上する。 

5) SSUWC 本部の SSUWC ジュバ支所サポート能力が強化する。 

(4) 投入（2010 年 10 月～終了時評価時点（日本人専門家はプロジェクト終了時時点）） 

日本側： 総投入額 2.75 億円1
 

 日本人専門家：専門家 8 名（合計 74.20M/M） 

 本邦および第三国研修（ケニア）：合計 53 名 

 供与機材：0.22 億円 

 公共水栓と流量計室の建設：0.13 億円 

 プロジェクト運営費：0.22 億円 

南スーダン側：  プロジェクト要員：合計 15 名 

 プロジェクト施設：プロジェクト事務所とプロジェクト活動用の研修室 

 プロジェクト運営費：218,230 南スーダン･ポンド（約 7,576,072 円）2
 

II. 終了時評価調査団の概要 

調査者： 

【総括】 

【水道経営】 

【協力企画】 

【評価分析】 

今井 達也  JICA 地球環境部水資源第二課 課長 

大村 良樹  JICA 国際協力専門員 

影山 正   JICA 地球環境部水資源第二課 

渡部 美久  有限会社アイエムジー 

調査期間：2013 年 5 月 20 日～2013 年 6 月 6 日 評価種類：終了時評価 

III. 調査結果の概要 

3-1. 実績の確認 

（1） ＜成果 1＞ 

成果 1 はおおむね達成されている。 

・ 職員は適切な運転維持管理方法を身に付けており、浄水施設から給水される水の水質（濁度、

残留塩素）が向上している。 

・ 職員は日常的な浄水場の運転維持管理状況を記録し、そのデータをコンピュータでまとめて月

報・年報を作成することができるようになった。また、年間運転維持管理計画が作成できるよ

うになった。 

・ 適切な運転維持管理方法を身に付けた職員の数が 11 名に増加した。 

・ 電力の供給が停止されているため、目標とする浄水場の運転時間（23.5 時間/日）を達成するこ

とは難しい。 

（2） ＜成果 2＞ 

成果 2 はおおむね達成されている。 

・ 職員は日常的な送配水施設の運転維持管理状況を記録し、そのデータをコンピュータでまとめ

                                                        
1 プロジェクトでの精算時のレート（USD1=100.60）に基づいて計算。 
2 平成 25 年度精算レート表の 6 月時（SSP1＝34.716 円）に基づいて計算。 
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て月報・年報を作成することができるようになった。また、年間運転維持管理計画が作成でき

るようになった。 

・ 適切な運転維持管理方法を身に付けた職員の数が 10 名に増加した。 

・ 電力供給が停止されたことにより、ポンプ運転計画に基づいた運営を 2012 年内に開始するこ

とは難しかったが、自家発電の稼働時間に基づき、ポンプ運転計画を修正し、それに基づいて

運営を行っている。 

（3） ＜成果 3＞ 

成果 3 は達成されている。 

・ 職員は日常的な水質検査結果を記録し、そのデータをコンピュータでまとめて月報・年報を作

成することができるようになった。 

・ 2 名の職員が水質試験を適切にできるようになった。 

（4） ＜成果 4＞ 

成果 4 は達成されている。 

・ 料金徴収報告書が毎月作成されるようになった。 

・ ジュバ支所の料金徴収の改善に向けた提言がなされた。 

・ 顧客台帳データベースが作られ、職員がそれを使って顧客情報の管理をできるようになった。 

・ 公共水栓は個別の管理人への委託により運営されることが決定された。 

（5） ＜成果 5＞ 

成果 5 は達成されている。 

・ SSUWC 本部がジュバ支所の月報と年報を審査できるようになった。 

・ ジュバ支所、ワウ支所、マラカル支所の水道施設と水道サービスに係る情報収集調査が実施さ

れた。 

（6） ＜プロジェクト目標＞ 

プロジェクト目標は達成される見込みがある。 

・ 浄水部、配水部、財務部、水質検査室で、運転維持管理や料金徴収の状況、水質検査の結果が

日常的に記録されるようになり、各部署の活動状況や課題が明確に把握されるようになった。 

・ 適切な運転維持管理を行なうことで、水質（濁度、残留塩素）が向上した。 

・ 顧客台帳データベースによる料金徴収作業の効率化により、料金収入が増加した。 

・ 浄水量や浄水場の稼働時間等、電力供給の状況に影響される業務指標については、電力供給が

停止されている状況下で、プロジェクト終了時までに目標値を達成することは難しい。 

・ しかしながら、その他の業務指標の改善状況を踏まえて、職員の運転維持管理は向上している

と判断できる。 

3-2. 調査結果の要約 

（1） 妥当性 

妥当性は高い。本プロジェクトは南スーダン国民のニーズ、南スーダン国政府の開発政策、我

が国の対南スーダン国援助政策と整合性が取れている。実践的な指導と実用的な研修を中心とした

能力強化のアプローチは、ジュバ支所の管理職職員と技術スタッフが知識と能力をすぐに日常業務

に反映させることができるため、適切であったと評価できる。 
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（2） 有効性 

有効性はやや高い。日本人専門家の実地研修及びケニアと日本での研修を通じて、ジュバ支所の

各部署において水道事業運営能力が大幅に改善している。職員の英語力、コンピュータ能力、計算

能力は限定的であり、阻害要因となったが、日本人専門家は能力向上のために図や絵の活用や、能

力の高い職員を通じた他の職員への伝達等のアプローチを用いて、ジュバ支所職員の能力レベル向

上をもたらした。その結果、電力供給の状況と発電機の燃料の入手状況に左右される業務指標（浄

水場稼働時間やポンプ場稼働時間等）を除けば、全ての業務指標において、2011 年の値から改善

が見られる。安定した電力供給なしでは、成果 1 の指標 1-4（浄水場の運転時間が約 17.9 時間/日

（2011 年平均）から 22 時間/日に増加する）にて設定されている運転時間をプロジェクト終了まで

に達成することは難しいが、職員は習得した知識と能力により、計画的な上水道施設の運転ができ

るようになっている。5 つの成果はほぼ達成されており、プロジェクト終了までにプロジェクト目

標が達成されることが期待できる。 

（3） 効率性 

効率性は中程度である。プロジェクトに大きな影響を与えた外部条件の大幅な変化（緊縮財政、

電力供給の停止、人事異動）を受けつつも、プロジェクトは期待される成果の発現を促進させるた

めに、ポンプ運転計画の修正、インセンティブ（賞等）の付与、週例会議でのC/Pと日本人専門家

の活発な議論等、適切な対応を行い、実用的なアプローチを採用した。プロジェクトの初期段階で

は、南スーダン側の 研修参加率の低さと限定的な英語力がプロジェクトの効率性を低下させる原

因となっていたが、日本人専門家が職員と一緒に辛抱強く作業をし、同じ内容の研修を何度も繰り

返し実施し、基礎英語やパソコンの研修を提供した結果、日々のデータ収集や適切な運転・維持管

理作業等、日常業務の具体的な改善が見られている。政府予算の削減と不十分な電力供給により、

成果1の浄水場の運転時間が十分に確保できなかったこと（指標1-4）や成果2の2012年の内にポン

プ運転計画に基づいた運営をすることが難しかったこと（指標2-4）に挙げられる通り、成果の発

現に一部制約があったものの、期待される成果の発現のためにほとんどのプロジェクト活動と投入

が計画通りに実施されており、プロジェクトの効率性は中程度と評価できる。   

（4） インパクト 

本プロジェクトは、大きなインパクトを発現する可能性がある。1)給水サービスへの顧客満足

度、2)主要な業務指標、3)SSUWC本部による支所の報告書と計画の審査（内容確認）能力、とい

う上位目標の3つの指標の達成度から判断し、プロジェクト終了後3-5年での上位目標達成は期待で

きると判断できる。1)に関しては、2010年の22.4％から2013年には36.4％に増加した。2)に関して

は、電力供給の状況と直接関連のある指標を除けば、全ての指標でプロジェクト開始時点より改善

が見られている。3)については、SSUWC本部はジュバ支所から提出された月報と年次計画の審査

を行っており、既に何度も審査工程を経てきており、他の支所からの報告書も同様に審査できるよ

うになっている。プロジェクト期間中、浄水量が減少したにもかかわらず、水質の改善により顧客

満足度は上昇している。2013年の料金収入の増加傾向を踏まえ、上水道施設の運転時間は増加する

見込みであり、それにより、顧客満足度が一層高まると考えられる。日常的な上水道施設の点検、
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データ管理、週例会議を通じたコミュニケーション、本部への月例報告と本部による審査は、ジュ

バ支所の通常業務として定着している。SSUWC本部とジュバ支所の職員が確固たるコミットメン

トを持って、適切な運転・維持管理活動と財務管理を継続していけば、プロジェクトは大きなイン

パクトを発現する可能性がある。 

（5） 持続性 

持続性は中程度である。 

＜政策・制度面＞2007 年に制定された水政策を実施するためのガイドラインが策定され、都市給

水サービスの向上が目標とされている。  

＜組織面＞プロジェクト活動で明らかとなったニーズに対応するため、ジュバ支所では計画・プロ

ジェクト部と顧客サービス部が新設された。また、全部署の代表者が活動や課題を報告する場とし

て、週例会議が定着している。一方で、SSUWC 本部の中間管理職ポストや水質検査室等に適切な

人員配置が必要である。 

＜技術面＞全体的に職員の施設運転維持管理能力、水質検査能力、財務管理能力は、向上しており、

継続した運転維持管理、記録管理、定期的な情報共有の基盤ができた。 

＜財政面＞財政的独立に向けた基礎が確立した。プロジェクトでは、浄水量の増加と水質の改善に

より、2014 年 1 月までに 24 時間給水を達成できると予想しており、大口顧客から確実に料金徴収

をする等、料金徴収の効率化により、料金収入は増加しつつある。 

 

3-3 効果発現に貢献した要因 

（1） 計画内容に関すること 

・ 5 つの成果分野の一つとして SSUWC 本部のジュバ支所へのサポート能力を強化したこと

で、上位目標で設定されている他の支所への支援・監督するための基盤が構築された。 

（2） 実施プロセスに関すること 

・ プロジェクト期間中、週例会議が実施され、ジュバ支所の各部署の職員が集まり、それま

でに実施された活動結果、課題と対策等が話し合われ、そこで職員の間で安全な水を供給

することへの強いオーナーシップとコミットメントが醸成され、プロジェクト活動の円滑

な実施に貢献した。 

・ 日本人専門家は、主要な職員や管理職員を中心に能力強化をし、これらの主要な職員が、

英語力や計算能力が限られている各部署の職員に運転・維持管理方法を通訳・説明すると

いう 2 段階の方法を採用し、職員同士で互いから学び、技術移転を行う動きが生まれ、有

効性の発現に寄与した。 

 

3-4 問題点及び問題を惹起した要因 

（1） 計画内容に関すること 

・ 本プロジェクトの成果およびプロジェクト目標の指標には、安定的な電力供給が得られる

との前提の下で設定されている項目があったが、電力供給が断続的もしくは遮断されたた

めに、達成できない指標（例、プロジェクト目標の業務指標 P1~P6、D1~D3）が見られた。

プロジェクトでは、限られた電力供給の中で、料金徴収を効率化し、料金収入から発電機

の燃料を捻出し、自家発電によって浄水場を運転することで対応をした。 
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（2） 実施プロセスに関すること 

・ SSUWC ジュバ支所職員の英語力、コンピュータ能力、計算能力は日本人専門家が想定し

ていた以上に限定的であったが、日本人専門家は能力向上のために運転・維持管理方法を

示した張り紙やマニュアルに図や絵を使い、文字が読めない職員や教育を受けたことがな

い職員も含めた全ての職員にわかりやすい、簡潔な教材を作る等の適切なアプローチを用

いて、ジュバ支所職員の能力レベル向上をもたらした。 

 

3-5 結論 

南スーダン国政府の開発政策、日本政府の援助政策、受益者のニーズを踏まえ、本プロジェクト

の妥当性は高いと評価できる。本プロジェクト実施により、ジュバ支所の基本的な運転・維持管理

と運営の能力が強化されており、有効性は比較的高いと判断できる。一方で、全職員の能力レベル

を引き上げることが、上水道施設のより一層の運営効率化を図るために肝要である。プロジェクト

期間の初期段階では SSUWC 職員の活動への参加が計画通りに得られなかったが、これまで全体的

な投入が期待される成果の発現に概ね転換されているため、効率性は中程度であると評価できる。

ジュバ支所職員が適切な運転・維持管理と運営管理を継続的に取り組むことで、本プロジェクトは

大きなインパクトを発現する可能性がある。プロジェクトの持続性を向上させるためには、適切な

資格を持った職員を水質検査室、本部、財務部に配置することと、運転・維持管理費を賄うために

収入を増加させることが必要である。 

本プロジェクトはSSUWCジュバ支所と本部の運営管理能力強化にあたり、着実な進展を遂げて

いる。期待されるそれぞれの成果の達成度から判断し、プロジェクト終了時までにプロジェクト目

標が達成されることが期待できると考えられるため、本プロジェクトは予定通り終了する。 

3-6 提言 

(1)  プロジェクトで導入された運転・維持管理手順やデータ管理方法の継続的な実施 

本プロジェクト開始前のジュバ支所では、体系的な運転・維持管理、電子化された記録管理、

適切かつ定期的な水質分析は行われていなかったが、現在ではこれらの運転・維持管理、記録管理、

水質分析を適切に実施できるようになった。今後の水道施設の給水量増加を見据え、事業体の運営

を一層強化するためには、各部署がプロジェクトで導入された運転・維持管理手順やデータ管理方

法に基づいて担当業務を確実に実施する必要がある。 

(2)  内部研修計画の検討 

本プロジェクトを実施する中で、主要な職員が自発的に他の職員に技術移転を行う動きが始

まっている。職員同士での技術移転は、講師と研修生の間に既に信頼関係があり、共通言語でコミュ

ニケーションを図ることができ、講師が研修生の学習ニーズに効果的に対応することができるた

め、有効である。今後、職員全体の運転・維持管理と料金徴収活動の能力レベルの底上げを図るた

めに、組織的な内部研修の計画について、本部とジュバ支所が検討を始めることが望まれる。 

(3)  他の支所への支援 

本プロジェクトでは、SSUWC本部がジュバ支所の提出した月報と年次計画に対して、体系的に

審査（内容確認）と助言を行なう仕組みを構築した。SSUWC本部はジュバ支所から提出された報
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告書を審査することができるようになったが、ジュバ以外の支所が月報や年次計画の作成・提出を

できるようにするためには、本部は他の支所に対して適切な指導や働きかけが必要である。SSUWC

本部はジュバ以外の支所に対して、運営支援をするための効果的な戦略を立てる必要がある。 

(4)  料金徴収の増加 

SSUWCの財務的持続性を確保するためには、料金徴収を増加するための継続的な活動が求めら

れる。ジュバ支所の財務部は電子化された顧客台帳の導入により、料金徴収活動がこれまでよりも

効率的に実施されているが、財務部の請求書を配布する職員の数を増やすことで、より一層料金収

入を増やすことができる。財務部では支払いを容易にし、料金徴収率を上げるために、ジュバ市内

に支払い窓口を設置したり、銀行振り込みを可能にする等の方法について検討を進めている。また、

各戸接続や商業施設にメーターの設置を進めることで、適切な料金徴収がなされると考えられる。 

(5)  適切な資格を持った職員の採用 

組織的持続性を確保するためには、空席になっているポストに適切な資格を持った職員を採用

することが肝要である。中間レビューの提言にあるように、SSUWC本部の課長職のポスト（技術

課長、商務課長）と水質検査室職員は早急に配置される必要がある。また、請求書を配布する職員

が増員されることで、料金収入の増加が見込まれる。ジュバ支所にエンジニアを採用することで浄

水部と配水部の技術能力のさらなる向上が見込まれる。 

3-7 教訓 

(1)  復興国における能力開発の方法 

スーダンの長引く内戦によりSSUWCを含む公共インフラや施設を激しく破壊された。SSUWC

職員のほとんどは学校教育を受けておらず、識字や計算のできないものもいる。プロジェクトの有

効性と効率性を達成するためには、プロジェクト期間の早い段階でC/Pの能力レベルと学習ニーズ

を判断し、ターゲット・グループに適したアプローチを取ることが重要である。本プロジェクトで

は、職員が自分達の手で運転・維持管理が実施でき、月報が作成できるように、標準運転手順書、

運転・維持管理マニュアル、月報のフォーマットが何度も改訂された。日本人専門家は読み書きの

能力に関わらず全ての職員に分かりやすく、簡潔な資料を作成するため、運転・維持管理手順を図

や表で表したポスターやマニュアルを作成した。また、日本人専門家は運転・維持管理の基本概念

と適切な運転・維持管理方法、水質検査、料金徴収、データ管理を長い時間をかけて繰り返し教え

た。C/Pの能力レベルを把握し、能力レベルに合わせたアプローチを使うことは、復興国での能力

向上には不可欠である。 
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Summary of Terminal Evaluation 

1. Outline of the Project 

Country:  South Sudan Project Title: The Project for Management Capacity 

Enhancement of South Sudan Urban Water Corporation 

(SSUWC) 

Issue/Sector：Water Resources Cooperation Scheme：Technical Cooperation 

Division in Charge:  

Global Environment Department 

Total Cost (up to the end of May 2013) :  
275,039,000 yen 

Period of Cooperation: 

October 2010 – September 2013  

(3 years) 

Partner Country’s Implementing Organization: 
SSUWC Juba Station and Headquarters 

Supporting Organization in Japan:  

1-1. Background of the Project 

In Sudan, after more than two decades of conflict between the government and the Sudan People's Liberation 

Movement (SPLM), the Comprehensive Peace Agreement (CPA) was signed and the Southern Sudan established an 

interim government in January 2005. The population of Juba, the capital of the Southern Sudan, has been rapidly 

increasing with a bulk of internally/internationally displaced people (IDP) returning and is now estimated to be 

around 400,000. As little maintenance work has been conducted for urban infrastructures due to the conflict, many 

facilities have become old and the service provision function has significantly decreased.  

The South Sudan Urban Water Corporation’s (SSUWC) Juba Station (164 staff members) is responsible for 

operating and maintaining water supply facilities in Juba consisting of water treatment, transmission and 

distribution facilities and collecting water bills. The Juba Station, however, faced difficulties in distributing safe 

water in an efficient manner due to the absence of: the knowledge and skills for the proper operation and 

maintenance of water supply facilities; timely and appropriate measures for operation and maintenance; the 

inspection and verification process of supplied water quality; an up-to-date customer ledger; a management system 

for equal water distribution; and necessary maintenance materials and budget, coupled with the degraded facilities. 

The Juba Station did not generate enough revenue to cover all the necessary expenses for the operation of water 

supply facilities. A low flat-rate system has been employed without clear valuation of the water supply cost or a 

proper water tariff policy. The bill collection system with handwritten ledgers was considerably inefficient.                    

SSUWC Headquarters (HQ) (38 staff members) is responsible for securing and distributing the government 

budget to area stations, and providing guidance and supervision on technical issues of the area stations. However, 

HQ was not able to provide appropriate instructions or support to area stations due to the lack of a clear institutional 

framework for information collection on the status of area stations’ facilities and activities as well as sufficient 

mutual consultation between HQ and area stations.  

Under these circumstances, there was an imminent need for a technical cooperation project to enhance the 

SSUWC Juba Station’s operation and maintenance capacity for water supply services. In response to the request 

from the Southern Sudanese side, a mission for detailed planning was carried out from February to March 2010 and 

the project outline was developed with MWRI being the executing organization and SSUWC HQ and the Juba 

Station being the target organizations. In July 2010, the Record of Discussions (R/D) was signed between the 

Ministry of Finance and Economic Planning (MFEP), which represents the Government of Southern Sudan (then) 

for the Project, and the Resident Representative of the JICA Sudan Office. According to the R/D, the Project is 

carried out for the period of three years from October 2010. 

1-2. Project Overview 

(1) Overall Goal of the Project:  

1) The quality of the water supply service extended by SSUWC-Juba is improved. 

2) The management capacity of SSUWC is improved. 

(2) Project Purpose: 

The management capacity of SSUWC -Juba Station is enhanced through capacity development on operation 

and maintenance of water supply facilities. 

(3) Outputs  



 

x 

1) Capacity of SSUWC-Juba Station with respect to operation and maintenance of water intake and 

treatment facilities is improved. 

2) Capacity of SSUWC-Juba Station with respect to operation and maintenance of water transmission and 

distribution facilities is improved. 

3) Capacity of water quality management of SSUWC-Juba Station is improved. 

4) Understanding of financial conditions of SSUWC-Juba Station is enhanced. 

5) Capability of SSUWC HQ to support SSUWC-Juba Station is enhanced. 

(4) Inputs (As of the Terminal Evaluation)   

Japanese side: 

 Japanese Experts: A total of 8 Experts (a total of 74.20 M/M) 

 C/P Training in Japan and Kenya: A total of 53 C/Ps 

 Equipment: USD 220,829 

 Construction of Public Water Tap Stands and Flow Meter Chambers: USD 124,899 

 Operational Expenses: JPY 22,066,702 (Approximately USD 219,351) 

South Sudanese Side： 

 C/Ps: A total of 15 personnel 

 Facilities: a room for Japanese Experts and training venues for the Project activities 

 Operational Expenses: SSP 218,230 (Approximately JPY 7,576,072) 

2. Evaluation Team 

Members of 

Evaluation Team 

(Japanese side) 

[Leader]  

[Water Supply Management]  

[Evaluation Planning] 

[Evaluation Analysis] 

Mr. Tatsuya Imai, JICA Global Environment Department 

Mr. Yoshiki Omura, JICA Visiting Senior Advisor 

Mr. Tadashi Kageyama, JICA Global Environment Department 

Ms. Miku Watanabe,  IMG Inc. 

Evaluation Period  May 20 – June 6, 2013 Type of Evaluation：Terminal Evaluation 

3. Results of Evaluation 

3-1. Achievements of Outputs and the Project Purpose 

(1) Output 1 

Output 1 has been mostly achieved. 

・ The capacity of the purification department’s staff in O&M of the water intake and water treatment plant 

(WTP) has been strengthened, and the water quality (i.e., turbidity, residual chlorine) has been improved. 

・ Staff have become able to use computer and produce monthly and annual reports from the daily monitoring 

records of the volume of treated water, chlorine consumption, and operation of generators. 

・ Eleven staff out of the 25 trained staff in the purification department have acquired basic O&M skills for 

WTP. 

・ It is deemed difficult to achieve the average plant operating hour of 23.5 hours per day (OVI 1-4) by the 

end of the Project period due to the suspension of the electric power supply from the city.  

(2) Output 2 

Output 2 has been mostly achieved. 

・ Staff of the distribution department have become able to compile data of their daily activities as monthly 

and annual reports using computer. 

・ Ten out of the 13 trained distribution department staff have acquired adequate O&M skills for the operation 

of transmission and distribution facilities. 

・ Treating and distributing water according to the initially-formulated Pump Operation Plan was difficult due 

to the unstable power supply. Staff of the distribution department calculated possible operation hours of 

electric generators, based on which they revised the Pump Operation Plan. Staff started the operation of the 

facilities based on the revised plan.  
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(3) Output 3 

Output 3 has been achieved. 

・ Staff of the water testing lab have became able to develop monthly and annual reports compiling the results 

of daily water tests. 

・ Two lab staff have acquired skills to conduct water quality tests. 

(4) Output 4 

Output 4 has been achieved. 

・ Revenue collection reports are prepared monthly. 

・ Based on the analysis of the cost structure, recommendations on the improvement of revenue collection and 

water tariff have been put forth in the budget plan and the annual plan of the Juba Station. 

・ A customer ledger database was developed, and staff have acquired skills to use the database for compiling 

customers’ information and issuing bills.  

・ Through the pilot operation, it was determined that the public taps and tanker filling stations be managed by 

individual operators. 

(5) Output 5 

Output 5 has been achieved. 

・ SSUWC HQ has become able to carry out the evaluation of monthly and annual reports submitted by the 

Juba Station. 

・ The Project conducted a study on the Wau and Malakal stations to collect information on their facilities and 

status of service delivery. 

(6) Project Purpose 

The prospect for achieving the Project Purpose by the end of the project period is promising. 

・ Staff of the purification department, the distribution department, the water testing lab, and the financial 

department regularly monitor the water supply facilities and properly keep records of the operation status, 

water quality, and financial status, which contribute to identifying issues to be addressed at each 

department. 

・ The quality of water from the station as well as sampling points in the city has been improved and fulfills 

the standards (target ratios) for turbidity and residual chlorine. 

・ The amount of delivered bills increased due to the enhanced operational efficiency achieved from the 

customer ledger database developed by the Project. 

・ As for the indicators that are dependent on the availability of power supply and accessibility to fuel, 

achieving target operation hours defined in the PDM by the end of the Project period is deemed difficult 

without stable power supply.  

・ The management capacity of the Juba Station, however, has considerably improved in each department. 

3-2. Summary of Evaluation Results 

(1) Relevance  

The Relevance of the Project is evaluated as high. The improvement of water supply services through the 

capacity enhancement of SSUWC is in line with the needs of South Sudanese people, the Government of South 

Sudan’s development policy, and the Japanese Government’s aid policy to South Sudan. The capacity 

development approach through hands-on instruction and practical training proved to be appropriate since the 

department managers and technical staff of the Juba Station could immediately apply knowledge and skills to 

their daily tasks. 

(2) Effectiveness  

The Effectiveness is relatively high. The management capacity of the Juba Station has considerably improved in 

each department though OJT by the JICA Expert Team and training in Kenya and Japan. Although staff’s limited 
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skills of English, computer and arithmetic could be hindering factors, the JICA Expert Team adopted appropriate 

approaches for capacity development and succeeded in raising the skill level of the Juba Station’s staff. As a 

result, except for the Performance Indicators (PIs) that are determined by the situations of power supply and 

accessibility to fuel (e.g. plant operating hour and pumping station operating hour), all the PIs have improved 

from the values in 2011. While achieving target operation hours defined in the PDM by the end of the Project 

period is deemed difficult without stable power supply, staff have become able to operate water supply facilities 

according to the plans using acquired knowledge and skills. The five Outputs have almost been achieved, and the 

prospect of achieving the Project Purpose by the end of the project period is promising. 

(3) Efficiency  

The Efficiency of the Project is evaluated as moderate. In consideration of the drastic changes in external 

conditions (i.e. fiscal austerity, interruption of the power supply, and transfer of personnel) that have significantly 

affected the Project, the Project has taken appropriate measures and practical approaches, including the revision 

of the Pump Operation Plan, the provision of incentives (e.g. award) and active discussions among C/Ps and the 

JICA Expert Team at weekly meetings, in order to facilitate the successful production of intended Outputs. While 

the South Sudanese staff’s low attendance in the training and limited English skills reduced the efficiency of the 

Project at the initial stage of the Project, the JICA Expert Team patiently worked with staff, offered training in the 

same contents multiple times, and provided classes on basic English and computer literacy. As a result, the 

tangible improvements in daily practices have been observed including daily data collection and proper O&M 

procedures. Most Project activities have been conducted and inputs have been procured as planned to produce the 

intended Outputs although there have been some constraints in the production of Outputs (e.g., achieving the 

average plant operating hour of 22 hours per day as in OVI 1-4, operating distribution facilities based on the 

Pump Operation Plan as in OVI 2-4) caused by such issues as the decrease in the government budget and the 

insufficient power supply.   

(4) Impact  

As for the Impact of the Project, the prospect for achieving the Overall Goals within three to five years after the 

project completion is assessed as promising, judging from the achievement level of three OVIs: (1) the customer 

satisfaction rate on the water supply service; (2) essential PIs, and (3) SSUWC HQ’s capacity in assessing area 

stations’ reports and plans. Despite the decrease in the water production volume, the customer satisfaction has 

improved due to the improvement in water quality. Given the increasing trend of income from water bills in 2013, 

the operation hours of water supply facilities is likely to increase, which will lead to a further improvement in the 

customer satisfaction. The entire system of regular monitoring of water supply facilities, data management, 

communication through weekly meetings, and monthly reporting to and assessment by SSUWC HQ has become 

routine activities of the Juba Station. If all the staff of SSUWC HQ and the Juba Station fulfill their commitment 

and carry on with proper O&M activities and financial management, the Project will generate a large scale of 

impacts. 

(5) Sustainability  

The Sustainability is evaluated to be moderate. 

<Institutional aspects> 

In 2011, the ROSS adopted “Water, Sanitation and Hygiene (WASH) Sector Strategic Framework,” which aims 

at the improvement of urban water supply services, as a guideline to realize the National Water Policy (2007). 

<Organizational aspects> 

As a result of needs identified through Project activities, the Juba Station established the department of planning 

and projects and is planning to set up the customer service department. Weekly meetings are being held involving 

all the departments of the Juba Station, which contributes in developing the ownership of staff of SSUWC Juba 

Station and HQ. It is essential to appoint eligible personnel to the opening positions in SSUWC HQ and Juba 

Station. 

<Technical aspects> 

Staff’s capacity in operation and maintenance of water supply facilities, water quality testing, and financial 

management have been increased. The Project has built a sound technical foundation for continuous O&M, 

proper record keeping and regular information sharing. 

<Financial aspects> 

The Project has contributed to the establishing of a base for achieving SSUWC’s financial independence. The 

Juba Station is committed to increase bill collection through the introduction of the efficient billing system and 

the new water tariff in order to achieve the operation of 24 hours by January 2014. The monthly revenue steadily 
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increased as a result of the efficient billing system introduced by the Project.  

3-3. Contributing Factors 

(1) Project Design 

・ Including the enhancement of the SSUWC-HQ’s capacity to support the Juba station as an output of the 

Project contributed to building the foundations of HQ’s providing support and supervision to other stations. 

(2) Implementation Process 

・ C/Ps and the JICA Expert Team held weekly meetings to share and discuss the results of completed 

activities, outstanding issues and the countermeasures that should be taken by the SSUWC Juba Station and 

HQ, through which C/Ps’ strong owndership of and commitment to supplying safe water have been 

developed. Weekly meetings contributed to the smooth implementation of the Project activities. 

・ The JICA Expert Team first trained managers and core staff to be department-level trainers so that they 

could translate the Experts’ lectures and transfer the proper O&M methodologies to the staff whose English 

proficiency and basic arithmetic skills are limited. From this internal training approach, staff started to learn 

from each other and strengthen their capacity, which contributed to the effectiveness of the Project.  

3-4. Hindering Factors 

(1) Project Design 

・ Since some of the indicators of the Outputs and the Project Purpose were determined based on the 

assumption that WTP would receive a stable power supply from the city, there are indicators (e.g., P1-P6, 

D1-D3 of the performance indicators of the Project Purpose) that could not be achieved due to the 

suspension of the power supply. The Project operated the WTP using its own power generated by fuels 

purchased from collected water bills. The Juba Station has been working on applying the strategy for 

efficient billing to increase the bill collection.  

(2) Implementation Process 

・ Although staff’s limited skills of English, computer and arithmetic could be hindering factors, the JICA 

Expert Team adopted appropriate approaches for capacity development and succeeded in raising the skill 

level of the Juba Station’s staff. The JICA Expert Team used figures and pictures in the posters and manuals 

illustrating operation procedures in order to make these materials simple and understandable for all the staff 

including the illiterate and the uneducated. 

3-5. Conclusion  

The Project has high relevance assessed from the ROSS’s development policies, Japanese Government’s aid 

policies, and the needs of the beneficiaries. The effectiveness of the Project is evaluated as relatively high because 

the Project has succeeded in building the basic O&M and managing capacity of the Juba Station; however, raising 

the skill level of all the staff is indispensable for further achievement of operational efficiency of the water supply 

facilities. The efficiency of the Project is evaluated as moderate since most inputs have been successfully 

converted to the expected Outputs in spite of the staff’s low participation in the Project activities in the initial 

stage of the Project. The Project has good potential to generate a large scale of impacts if staff continues their 

effort in conducting proper O&M and financial management of the Juba Station. In order to enhance the 

sustainability of the Project, more efforts are required for appointing eligible staff in the laboratory, SSUWC HQ, 

and the financial department, and increasing revenue to cover O&M costs. 

The Project has made a significant progress in developing the management capacity for the SSUWC Juba 

Station and HQ. Judging from the achievement level of each expected Output, the Project Purpose is expected to 

be achieved by the end of the Project period; therefore, the Project will be terminated as scheduled.  

3-6. Recommendations 

a. Ensuring the implementation of assigned tasks in accordance with the established procedures and data 

management system in each department  

Before the Project implementation, there were no structured O&M procedures, digital record-keeping and data 

management system, or regular water quality analysis, all of which have been established by the Project. In order 

to further enhance the management capacity of the Juba Station for the expected increase of operation hours and 

water production, it is recommended that staff in the SSUWC Juba Station thoroughly conduct the 

newly-established O&M, water tests, and billing procedures in accordance with the O&M manual and data 
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management system developed by the Project. 

b. Planning a structured internal training system  

During the course of Project activities, core staff and C/Ps voluntarily started providing informal training for 

staff in each department. Peer training is effective since trainers can effectively respond to the trainees’ learning 

needs using the already-established rapport and the shared language. Since raising staff’s overall technical 

capacity is still necessary for further enhancing the skill level of O&M and bill-collection activities, it is 

recommended that the SSUWC HQ and the Juba Station start the planning of a structured internal training 

system.  

c. Extending support to area stations  

The Project laid out the SSUWC HQ’s procedure in providing support to area stations through evaluating the 

Juba Station’s monthly reports and upcoming plans and giving feedback in a systematic way. Although SSUWC 

HQ is capable of assessing reports submitted by the Juba Station, other area stations need proper guidance and 

attention to prepare and submit reports to SSUWC HQ. It is recommended that SSUWC HQ develop effective 

strategies to extend support to area stations outside Juba City.  

d. Increasing bill collection  

Continuous efforts in increasing bill collection are recommended in order to enhance SSUWC’s financial 

sustainability under the ROSS’s uncertain fiscal prospect. While the financial department of the Juba Station is 

carrying out the billing activities more efficiently than before through the digital customer ledger, a larger number 

of staff who deliver the bills would increase the income from water bills. The financial department has made 

efforts to introduce the methods that make customers’ payments easier (e.g. payment through a direct deposit into 

the Juba Station’s bank account, payment kiosks throughout the city). Installing meters for house connections and 

businesses will increase bill collection. 

e. Recruiting qualified staff  

Recruiting qualified staff in vacant positions is indispensable in enhancing the organizational sustainability. As 

recommended in the Mid-Term Review, directors’ positions (i.e. technical director and commercial director) in 

SSUWC HQ and staff of the laboratory need to be filled as soon as possible. In addition, increasing staff for 

delivering bills will be of great help in increasing water bill collection. Appointment of engineers in the Juba 

Station would further increase the technical capacity of the purification and distribution departments.  

3-7. Lessons Learned 

a. Methods of capacity development in a post-conflict country 

A prolonged civil war in Sudan severely devastated public infrastructures and institutions including SSUWC. 

Most of the staff are undereducated while some are even illiterate or innumerate. In order to achieve the 

efficiency and effectiveness of the Project, it is important to assess the level of capacity and learning needs of 

C/Ps in the early stage of the Project period and take approaches suitable for the target groups. In the Project, the 

SOP, O&M manuals, and format of monthly reports have been revised multiple times so that staff can conduct 

O&M and prepare monthly reports on their own. The JICA Expert Team developed posters and manuals using 

figures and pictures illustrating operation procedures in order to make these materials simple and understandable 

for all the staff regardless of their reading ability. The JICA Expert Team spent a long time for teaching basic 

concepts of O&M as well as proper O&M methodologies, water test, billing and data management. Identifying 

the C/Ps’ level of capacity and taking appropriate approach for their skill levels are essential for capacity 

development in a post-conflict country.  
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第1章 終了時評価調査の概要 

1-1 終了時評価の背景と目的 

1-1-1 終了時評価の背景 

南スーダン都市水道公社水道事業管理能力強化プロジェクト（以下、「プロジェクト」）は日本国政

府（独立行政法人国際協力機構「JICA」）と南スーダン政府（水資源・灌漑省「MWRI」）の間での 2

国間技術協力プロジェクトである。プロジェクト期間は 3 年で、2010 年 10 月に開始された。2013

年 9 月にプロジェクト終了を控え、2010 年 7 月 8 日に両国側に署名された討議議事録に基づいて、

両国側の代表者からなる合同終了時評価調査団（以下、「調査団」）により終了時評価が実施された。 

1-1-2 終了時評価の目的 

終了時評価調査の目的は、以下の通りである。 

(1) プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）バージョン 3（「協議議事録（Minutes of Meeting、

以下、M/M）ANNEX 7」を参照）に基づいて、投入と成果の達成度、プロジェクト期間終了

までのプロジェクト目標達成見込みとプロジェクト終了後 3-5 年での上位目標達成見込みを

確認する。 

(2) プロジェクト活動実施における貢献要因と阻害要因を検証する。 

(3) 評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の視点から総合的な評価を実施

する（2-1「終了時評価の概要と評価項目」を参照）。 

(4) プロジェクトの更なる改善に向けた提言を導出し、同様の JICA プロジェクトで参考となる教

訓を得る。 

(5) プロジェクトの方向性を協議・合意し、協議の結果に基づいて、終了時評価調査報告書を作成

する。 

1-2 終了時評価調査団員と調査日程 

1-2-1 終了時評価調査団員 

（1） 日本側 

氏名 担当 組織・役職 

今井達也 総括 JICA 地球環境部水資源第二課課長 

大村良樹 水道経営 JICA 国際協力専門員 

影山  正 協力企画 JICA 地球環境部水資源第二課 

渡部美久 評価分析 有限会社アイエムジー 
 

（2） 南スーダン側 

氏名 組織・役職 

Mr. Simon Koak SSUWC 本部オフィス・マネージャー 

Mr. Santurino Tongun SSUWC 本部顧客サービス部長 

Mr. Peter Tuburo SSUWC ジュバ支所計画・プロジェクト部長 
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1-2-2 終了時評価調査日程 

終了時評価調査は 2013 年 5 月 20 日から 6 月 6 日まで実施された（付属資料１及び「M/M Annex 1」

を参照）。 

1-3 プロジェクトの概要 

1-3-1 プロジェクトの背景 

スーダン共和国では、20 年以上に渡り政府とスーダン人民解放運動との間で内戦が続き、2005 年

1 月の南北包括的和平合意（Comprehensive Peace Agreement: CPA）の締結の後、南部スーダンは暫定

政府を樹立した。その後、首都となったジュバでは、国内外からの帰還民により人口が急増し、現在

の人口は 40 万人程度と推計されている。都市インフラについては、内戦の影響で維持管理がほとん

ど行われていない上に、多くの施設が既に老朽化しており、住民へのサービス提供機能が著しく低下

している。 

水資源・灌漑省（MWRI）傘下の南スーダン都市水道公社（SSUWC）ジュバ支所（職員 164 名）

が、ジュバの浄水場および送配水施設からなる水道施設の運転・維持管理、料金徴収等を行なってい

る3。しかしながら、ジュバ支所では、設備の老朽化に加えて、上水道施設の運転・維持管理にかか

る職員の知識・技術不足、水質検査・確認体制の欠如、更新された顧客台帳の欠如、均等配水管理シ

ステムの欠如、必要な維持管理資機材や予算の不足により、計画的かつ効率的な配水が困難な状態に

なっている。加えて、上水道施設の運営に必要な支出を賄うために十分な料金収入を得られていない

状態である4。明確な財務状況の査定や適切な水道料金政策なしに、安価な定額制料金体系が採用さ

れており、手書きの顧客台帳により料金徴収を管理する体制は非常に非効率的である。 

SSUWC 本部（職員 38 名）は、こうした各支所が抱える技術的な問題の対処に関する指揮監督を

行なうと共に、支所の運営に必要な予算を確保・措置する立場にあるが、実態を把握する制度上の枠

組みや双方の十分な情報交換がない中で、適切な支援を行なうことが出来ない状態となっている。 

このような状況から、南部スーダン政府（当時）より日本政府に対し、ジュバの給水事業改善に向

けて、SSUWC ジュバ支所の水道事業運営管理能力の強化を目的とした技術協力プロジェクトが要請

された。この要請に基づき、2010 年 2-3 月に詳細計画策定調査団が派遣され、水資源・灌漑省を監

督機関とし、SSUWC 本部とジュバ支所をターゲット･グループとするプロジェクト骨子が作成され

た。これを受けて、2010 年 7 月南部スーダン政府（当時）を代表した水資源・灌漑省と JICA スーダ

ン事務所が討議議事録に署名をし、日本政府が「都市水道公社水道事業管理能力強化プロジェクト」

の実施を決定した。 

                                                        
3 2011 年 7 月に南部スーダン（Southern Sudan）はスーダン共和国から分離独立し南スーダン共和国（South Sudan）

となった。本報告書では国名を「南スーダン」と表記する。なお、プロジェクト開始当時（2010 年）の実施機関名は

「南部スーダン都市水道公社」であったが、独立後は「南スーダン都市水道公社」に変更している。 
4 南スーダン国政府は SSUWC に対し、給料・手当、化学薬品（現物）、発電機用の燃料（現物）を支給している。2012

年 7 月以降、緊縮財政による予算縮小により、政府は現物支給を停止し、給与支出を半額にしている。代わりに、SSUWC

が料金収入の 8 割を納めていた上納金は、2012 年 7 月に料金収入の 2 割になり、2013 年 4 月には一時的に廃止となっ

ている。プロジェクト報告書によると、ジュバ支所の料金収入は、2011/12 財政年では、86,369 南スーダン・ポンド

（SSP）（約 285,000 円）だった。収入は少ないが、現在 SSUWC は自己資金によって上水道施設を運営している。 
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1-3-2 プロジェクトの要約 

上位目標 1) SSUWC ジュバ支所が管轄する水道サービスの質が改善する。 

2) 南スーダン都市水道公社の水道事業管理能力が向上する。 

プロジェクト目標 運転・維持管理能力の改善を通して、南スーダン都市水道公社ジュバ支所の
水道事業運営能力が強化される。 

 
成果 1) SSUWC ジュバ支所の取水・導水・浄水施設の運転・維持管理能力が向上

する。 

2) SSUWC ジュバ支所の送配水施設の運転・維持管理能力が向上する。 

3) SSUWC ジュバ支所の水質管理能力が向上する。 

4) SSUWC ジュバ支所の財務状況に関する理解が向上する。 

5) SSUWC 本部の SSUWC ジュバ支所サポート能力が強化する。 

実施期間 2010 年 10 月－2013 年 9 月（3 年間） 

実施機関 SSUWC ジュバ支所 
SSUWC 本部 
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第2章 終了時評価調査の方法 

2-1 終了時評価の概要と評価項目 

本終了時評価調査は「新 JICA 事業評価ガイドライン  第１版」に基づき、プロジェクト・サイク

ル・マネジメント（Project Cycle Management：PCM）手法で用いられるプロジェクト・デザイン・マ

トリックス（Project Design Matrix：PDM）を活用して、プロジェクトの実績（投入の実績、活動の

実績、成果の達成度、プロジェクト目標・上位目標の達成度・見込み）と実施プロセスを整理、確認

するとともに、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点から評価を行っ

た。 

評価 5 項目の主な視点は次の通りである。 

1) 妥当性:  プロジェクト目標や上位目標が南スーダン国の政策や我が国の援助政策との整合

性が取れているか、ターゲット・グループのニーズと合致しているかなど、プロジェクトの

正当性・必要性を検証、判断する。 

2) 有効性:  プロジェクト目標が計画通り達成されるか、プロジェクト目標の達成が成果の達

成によって引き起こされるものか等により、プロジェクトの実施によってターゲット・グ

ループに便益がどのようにもたらされているかを検証し、判断する。 

3) 効率性:  プロジェクトが効果的に投入資源を活用したかという観点から、投入実績と成果

達成の状況を踏まえて、投入（インプット）がどのように効率的に成果（アウトプット）に

転換されたかを検証・評価する。 

4) インパクト:  上位目標達成の見込みとプロジェクト実施によりもたらされる長期的・間接

的な効果や波及効果の有無を検証し、判断する。 

5) 持続性:  政策・制度面、組織面、財務面、技術面の観点から、プロジェクト終了後、プロ

ジェクトで発現した効果がどのように定着・持続するかについて、検証・評価する。 

2-2 終了時評価の手順と方法 

本終了時評価では準備作業として本プロジェクトに関する既存資料をレビューした上で、評価 5

項目に係わる詳細な評価設問と評価指標・データ収集方法等を記述した評価グリッド案を作成した。

その上で、2012 年 2 月に改訂された最新の PDM（PDM3）に示されている指標を評価指標として活

用して、情報･データの収集と分析を行った。（評価設問については、M/M Annex 4「Evaluation Grid

（Results of the Evaluation）」を、評価用 PDM については M/M Annex 7「PDM version 3」を参照） 

より具体的には、以下の手順で本プロジェクトに関する情報・データの収集・分析を実施した。 

（1） 資料レビュー 

主な資料として以下のものを活用した。 

・ 詳細計画調査報告書（2010 年 7 月）、事業事前評価表（2010 年 4 月）、討議議事録（Record 

of Discussions（R/D）、2010 年 7 月 8 日）、中間レビュー報告書（2012 年 2 月）等の JICA

資料 
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・ PDM、活動計画（Plan of Operations：PO）等、プロジェクト基礎資料 

・ 委託先コンサルタントの業務完了報告書（各年次、和文・英文）及びプログレス・レポー

ト（各年次、和文） 

・ 専門家派遣実績データ、研修実績、供与機材リスト、本邦研修参加者リスト、カウンター

パート（以下、C/P）リスト等のプロジェクト作成資料 

（2） 質問票調査 

評価グリッドの評価設問に基づいて、日本人専門家向け、C/P 向けの 2 種類の質問票を作成し、

事前に配布した上で回収・分析した。 

（3） 面接調査 

評価グリッドの評価設問に基づいて、質問票への回答結果を基礎情報として、本プロジェクト

の活動、管理・運営状況、C/P への技術移転状況、本プロジェクトに係わる上水道セクターの制

度や組織の現状について、日本人専門家、水資源・灌漑省（MWRI）、SSUWC ジュバ支所の各 C/P、

その他プロジェクト関係者に対して、個別またはグループによる面接調査を行い、追加情報の収

集と分析を行った（面談者のリストは M/M Annex 2 「List of Interviewees」を参照）。 

（4） 現地踏査 

プロジェクトの現状と成果の達成状況を現地において把握・確認するため、本プロジェクトが

対象としている SSUWC ジュバ支所と本部を訪問・視察し、上記の面接調査を行うとともに、

SSUWC の運営管理状況や本プロジェクトによる技術移転状況について確認した。 
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第3章 プロジェクトの実績と実施プロセス 

3-1 プロジェクトの実績 

3-1-1 投入 

（1） 日本側 

日本側はプロジェクトに対し、以下の投入を行なった（詳細は M/M Annex 3-1 「Inputs by the 

Japanese Side」を参照）。 

 1） 日本人専門家（M/M Annex 3-1-1 「Assignment of Experts」を参照） 

プロジェクト開始からプロジェクト終了時までに合計 8 名の専門家（合計 74.20M/M）が派遣

された。下記の表に専門家の数、専門分野、派遣期間を示す。 

表 3-1 日本人専門家の派遣分野と期間 

派遣分野 人数 
派遣期間

（M/M） 

チーフアドバイザー/水道事業運営 1 12.90 

浄水場/ポンプ設備維持管理(1) 1 9.84 

ポンプ設備維持管理(2) 1 1.00 

送配水施設維持管理 1 12.53 

水質管理 1 9.47 

財務分析/水道料金 1 9.60 

コミュニティ開発(1) 1 7.60 

業務調整/コミュニティ開発(2) 1 11.26 

合計 8 74.20 

 

 2） 本邦研修と第三国研修（M/M Annex 3-1-2 「Training in Japan and the Third Country」を参照） 

日本側は MWRI、SSUWC 本部、ジュバ支所、ワウ支所、マラカル支所の合計 53 名の職員に対

し、海外研修（本邦研修 6 名、ケニア研修 47 名）を実施した。 

 3） 供与機材（M/M Annex 3-1-3 「Provision of Equipment and Materials」を参照） 

プロジェクト開始以来、施設運転・維持管理に必要な機材（例、水質検査キット、塩素注入器、

流量計）、バイク、事務機器・用品（例、コピー機、コンピュータ、プリンター）、その他プロジェ

クトの実施に必要な機材や機械類が合計 220,829 米ドル（USD）分投入された。 

 4） 公共水栓と流量計室の建設 

日本側は公共水栓 3 ヵ所と流量計室 11 ヵ所（合計 USD124,899）を建設した（下表 2 参照）。 
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表 3-2 公共水栓と流量計室の建設 

品目 数量 
価格 

(USD) 

公共水栓 3 75,530 

流量計室 8 19,643 

流量計室 3 11,944 

フェンス 7 17,782 

合計 21 124,899 

 

 5） 日本側運営費 （M/M Annex 3-1-4 「Operational Expenses by Japanese Side」を参照） 

プロジェクト開始以来 2013 年 6 月までに JICA より合計 22,066,702 円（約 USD219,351）5のプ

ロジェクト運営費が投入された。 

（2） 南スーダン側 

南スーダン側はプロジェクトに対し、以下の投入を実施した。（詳細は M/M Annex 3-2 「Inputs 

by the South Sudanese Side」を参照） 

 1） プロジェクト要員（C/P）（M/M Annex 3-2-1 「Assignment of C/P Personnel」を参照） 

南スーダン側は、議長（1 名）、プロジェクト・ディレクター（1 名）、プロジェクト・マネージャー

（1 名）、12 名の SSUWC 職員（本部、ジュバ支所）を C/P として配置した。 

 2） プロジェクト施設 

南スーダン側より日本人専門家用のプロジェクト事務所とプロジェクト活動用の研修スペース

が提供された。 

 3） 南スーダン側運営費（M/M Annex 3-2-2 「Operational Expenses by South Sudanese Side」を参照） 

南スーダン側はプロジェクト運営費として 218,230 南スーダン・ポンド（SSP）（約 7,576,072

円）6を負担した。 

3-1-2 成果の達成状況 

5 つの成果（アウトプット）に係る各指標の達成度は、終了時評価時点で次の通りである。 

（1） 成果 1 の達成状況 

成果 1: SSUWC ジュバ支所の取水・導水・浄水施設の運転・維持管理能力が向上する。 

指標 

1-1 浄水場運転・維持管理データが集計された月報及び年報 

1-2 浄水場に係る年間運転・維持管理計画書 

1-3 浄水場の適切な運転・維持管理方法を身に付けた職員が 0 人から 11 人となる。 

1-4 浄水場の運転時間が約 17.9 時間/日（2011 年平均）から 23.5 時間/日に増加する。 

                                                        
5 プロジェクトでの精算時のレート（USD1=100.60）に基づいて計算。 
6 平成 25 年度精算レート表の 6 月時（SSP1＝34.716 円）に基づいて計算。 
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1-5 浄水の濁度が 5NTU 以下になる割合が 90％から 100％に改善する。 

1-6 浄水の残留塩素濃度が 1.5mg/l～2.0mg/l 内に入る割合が約 10％から 80％に改善する。 

 

以下の達成状況から判断して、成果 1 は指標 1-4 を除き、ほぼ達成された。 

浄水部職員の取水・浄水施設の運転・維持管理能力は、プロジェクト期間中に日本人専門家に

よって実施された一連の研修とケニアでの第三国研修によって強化された（M/M Annex 3-1-3 

「Training in Japan and the Third Country」及び M/M Annex 5 「Training in South Sudan」を参照）。

プロジェクト内で実施されたテストの結果によると、浄水部の 25 名の職員のうち、11 名の職員

が浄水場の適切な運転・維持管理方法を身に付けており、指標 1-3 は達成された（指標 1-3）。 

日本人専門家の技術指導により、浄水部職員は取水ポンプ・システムと浄水場の運転状況を把

握するためのベースライン調査を実施し、毎日の運転・維持管理情報を記録し、運転・維持管理

計画を作成した。職員が日本人専門家の支援無しでも適切な運転・維持管理を実施できるように、

C/P の協力の下、日本人専門家は運転・維持管理マニュアルと標準運転手順書を作成した（M/M 

Annex 6 「List of Reports, Manuals, Database and Training Materials」を参照）。職員は適切な塩素注

入量や正しい逆洗の方法等、適切な運転・維持管理方法を習得し、それにより、水質が改善した。

浄水の濁度（5NTU 以下になる割合）は 2011 年平均で 79%だったものの、今では常に 5NTU 以下

を維持できるようになった（指標 1-5）。浄水の残留塩素濃度が 1.5mg/l～2.0mg/l 内に入る割合は

2011 年月平均の 31%から、2013 年 4 月には 91%までに改善した（指標 1-6）。 

職員はパソコンを使い、浄水量、塩素消費量、発電機の運転時間等、毎日の維持管理記録をま

とめた月報を作成できるようになった（指標 1-1）。職員の元々の運転・維持管理の能力を考える

と、これは非常に大きな成果である。浄水部職員は毎日の維持管理の重要さを十分に理解してお

り、徹底した点検や施設の清掃が日常的な業務として定着している。日本人専門家の支援により、

主要な C/P は 2011 年と 2012 年に水質、給水、ポンプ運転に係る業務目標、課題と対策を含む、

年次計画を作成しており、指標 1-2 は達成されたと判断できる（指標 1-2）。職員は自分達だけで

簡単な計算をし、フォームを埋める方式で、月報を作成することができるようになった一方で、

分析や計画能力は今後より一層向上される必要がある。 

浄水場の運転時間（指標 1-4）については、SSUWC が料金収入から発電機の燃料を購入し、自

家発電によって浄水場を運転しているという状況下では、プロジェクト終了時までに目標とする

1 日当たり 23.5 時間を達成することは難しい。目標である浄水場の運転時間（1 日当たり 23.5 時

間、指標 1-4）は、浄水場がジュバ市から安定した電力供給が受けられるとの前提の下で 2011 年

のベースライン調査時に設定された。2012 年 1 月には発電所から直接電線が引かれたものの、電

力供給は断続的で、2013 年 1 月には電力供給が完全に遮断されている。終了時評価時点での浄水

場の平均運転時間は 1 日当たり 13.7 時間であるが、効率的な料金徴収、新しい料金設定、水質の

改善に伴う 2013 年の料金収入増加によって、外部からの電力供給なしでも運転時間が増加するこ

とが見込まれる（詳細は(4)「成果 4 の達成状況」を参照）。 
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（2） 成果 2 の達成状況 

成果 2: SSUWC ジュバ支所の送配水施設の運転・維持管理能力が向上する。 

指標 

2-1 送配水施設の運転・維持管理データが集計された月報及び年報 

2-2 送配水施設の運転・維持管理に係る年間運転・維持管理計画書 

2-3 送配水施設の適切な運転・維持管理を身に付けた職員が 0 人から 10 人となる。 

2-4 プロジェクトによって策定されたポンプ運転計画に基づいた運営が、2012 年の内に開

始される。 

 

指標の達成状況から判断して、成果 2 は電力供給の停止による影響から指標 2-4 に係る活動で

遅れが出たものの、ほぼ達成した。 

日本人専門家の指導の下で実施された調査活動によって、配水管網、送配水施設の運転状況、

送水量等、送配水の状況についての配水部職員の理解が深まった。給水サービスと既存の送配水

施設の調査に基づいて、ポンプ運転計画が 2012 年に作成された（指標 2-4）が、不安定な電力供

給により、計画通りに浄水、配水することは困難であった。また、2013 年 1 月以降、発電所から

の電力が完全に停止しているため、配水部職員は現時点での料金収入に基づいて、可能な発電機

の運転時間を計算し、ポンプ運転計画を修正し、それに基づいて、運営を開始している。 

ジュバ支所の職員は、プロジェクト開始までパソコンを使ってデータ管理や報告書の作成をし

たことがなかった。日本人専門家はパソコン操作についての実践的な研修を行い、職員は自分達

でデータを整理し、パソコンを使って月報と年報を作成できるようになった（指標 2-1）。月報と

年報には、送配水施設の運転に係る情報として、送水量、漏水箇所と修理件数、パイプの設置と

交換の件数等のデータが含まれている。日本人専門家は送配水施設の適切な運転や維持管理に係

る実用的な研修を行い、漏水箇所の特定や新設された配水管網を記録するために全地球測位シス

テム（Global Positioning System：GPS）と地理情報システム（Geographic Information System：GIS）

が導入された。プロジェクトで実施された筆記と口答試験の結果によると、配水部の 13 人の職員

のうち 10 人が送配水施設の適切な運転・維持管理能力を身に付けた（指標 2-3）。 

日本人専門家の支援により、配水部職員は 2011 年と 2012 年に送水量や漏水箇所の修理状況等

の業務指標、課題と対策、必要な資材を含む、年次運転・維持管理計画を作成しており、指標 2-2

は達成されたと判断できる（指標 2-2）。一方で、適切な運転・維持管理に必要な資材を購入する

ための予算不足により、漏水件数に対する修理件数は十分ではない。今後、配水管網の適切な維

持管理を実施できるように、料金収入増加のための取り組みを継続することが望まれる。 

（3） 成果 3 の達成状況 

成果 3: SSUWC ジュバ支所の水質管理能力が向上する。 

指標 

3-1 水質試験結果が集計された水質報告書（月報・年報） 

3-2 水質試験が適切にできる職員が 0 人から 2 人になる。 

 

指標の達成状況から判断して、成果 3 は達成した。成果 3 に係る研修は全てほぼ計画通りに実
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施されたものの、水質検査室職員が単位の概念や基本的な計算等、水質試験の基礎を理解するに

は予定以上に時間を要した。日本人専門家による継続的な実地訓練と繰り返しの水質試験により、

2 名の水質検査室職員が水質試験を適切にできるようになった（指標 3-2）。 

水質検査室職員は浄水場からは毎日、ポンプ場と高架水槽からは週ごとに、公共水栓と給水車

への給水所からは月ごとに採水を行い、濁度、残留塩素、pH、伝導率、溶解性蒸発残留物（Total 

Disolved Solid：TDS）、色の水質検査を行なっている。基礎的なパソコン研修とデータ・フォーマッ

ト作成により、これらの職員は、水質検査の結果をまとめ、水質報告書を作成することができる

ようになった（指標 3-1）。 

現時点での水質検査室の検査能力（人員、設備）は限定的であるため、現在の職員に対して、

微生物等を含む、より多くの検査項目の研修を行うことは難しい。より幅広い項目の水質検査を

実施するためには、適切な専門性を持った職員の配置と設備の整備を行うことが先決である。 

（4） 成果 4 の達成状況 

成果 4: SSUWC ジュバ支所の財務状況に関する理解が向上する。 

指標 

4-1 料金徴収報告書が毎月作成される。 

4-2 料金徴収の改善に向けた提言がなされる。 

4-3 共同水栓運営形態が確立される。 

 

指標の達成度から判断し、成果 4 は達成された。財務部職員の協力により、日本人専門家はジュ

バ支所の料金収入の現状を調査した。費用構成に係る分析に基づいて、料金徴収の改善に向けた

提言がなされ、ジュバ支所の予算計画と年次計画にまとめられた（指標 4-2）。この提言を元に、

SSUWC で水道料金の改訂が検討された。今後のジュバ支所の財務的自立に向け、日本人専門家

は料金設定や既存施設の費用回収の概念の研修を行った7。 

財務部職員との協働により、日本人専門家は顧客台帳データベースを作成した。これにより、

顧客情報の管理や請求書の作成が容易になり、料金徴収の効率化が図られた。財務部職員はケニ

アでの研修に参加し、各戸メーター接続・管理や顧客サービスについての知識を得た。日本人専

門家は顧客台帳管理の研修に加え、基礎的なパソコンの使い方の研修も行った。一連の研修活動

の結果、職員はデータベースから情報を取りまとめ、自分達の手で月報を作成することができる

ようになり、その作業は日常業務として定着している（指標 4-1）。一方で、効率的な料金徴収を

阻む課題として、以下の 4 点が挙げられる。(1)請求書配達員の人数が不十分である、(2)浄水場か

ら給水を受けているにもかかわらず、顧客台帳に載っていない顧客が多くいる、(3)顧客の所在を

示す地図がない、(4)各戸接続にメーターを設置するための資材購入予算が不足している。 

ベースライン情報収集活動を通じて、ジュバ支所職員は財務状況、メーターの設置状況、顧客

の満足度等について、理解を深めた。公共水栓のパイロット運営と運営形態調査によって、日本

人専門家は公共水栓と給水車への給水所の個人の管理者による運営を提案した（指標 4-3）。今後、

共同水栓と給水車への給水所は増加が見込まれており、それに対応するため、プロジェクトでは

                                                        
7 SSUWC は研修の後、既存施設の運転・維持管理活動のために、暫定的料金を設定した。 
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管理人との契約書（案）とデータ管理フォーマットを作成した。JICA 無償協力プロジェクト「ジュ

バ市水供給改善計画」（2012-2015 年）が完成すると、120 箇所の公共水栓と 8 箇所の給水車への

給水所が新設され、2015 年から稼動が開始される8。ジュバ支所は多くの管理人とそれぞれの活

動を監督しなければいけないため、今後、財務部職員の契約管理能力の強化が必要となる。   

（5） 成果 5 の達成状況 

成果 5: SSUWC 本部の SSUWC ジュバ支所サポート能力が強化する。 

指標 

5-1 ジュバ支所が毎月提出する月報を SSUWC 本部が審査する。 

5-2 SSUWC 本部が審査した年報と計画書がそれぞれ 2 ヶ年になる。 

5-3 既存水道施設及び水道サービスが構築されたデータベースに入力される。 

 

指標の達成度から判断し、成果 5 は達成された。 

日本人専門家の指導により、SSUWC 本部はジュバ支所から提出された月報の審査（内容確認）

を「SSUWC 本部の役割と報告・計画制度」に基づいて行なっている。SSUWC 本部はジュバ支所

の管理職を招き、審査会議を毎月実施し、ジュバ支所から提出された月報の審査とフィードバッ

クを行なっている（指標 5-1）。SSUWC 本部は、2011 年と 2012 年に、それぞれの年次報告書と翌

年の年間計画の審査も行なった（指標 5-2）。支所に対してフィードバックをし、ガイダンスを与

える制度は出来上がったが、この制度を適用し、定着させるためにはジュバ支所と他の支所を支

援するための継続的な取り組みが必要である。 

プロジェクトはワウ支所とマラカル支所の施設や給水サービスの情報収集調査を実施し、これ

らの情報は報告書に取りまとめられており、指標 5-3 は達成されたと判断できる（指標 5-3）9。

この調査で 3 つの支所の現状が明らかとなったが、SSUWC 本部がこの情報をどのように今後の

計画や運営管理に活用・反映するかは不明である。 

3-1-3 プロジェクト目標の達成見込み  

プロジェクト目標: 運転・維持管理能力の改善を通して、南スーダン都市水道公社ジュバ支所

の水道事業運営能力が強化される。 

指標 

年間運営維持管理報告書で設定された主要な業務指標 25 項目のうち、80%以上の項目において

2011 年平均値と比べ改善する。 

 

                                                        
8 ジュバ支所は現在 6 箇所の公共水栓（内 4 箇所が稼働中）と 4 箇所の給水車への給水所（内 1 箇所が稼働中）を管

理している。2 箇所の公共水栓と 3 箇所の給水車への給水所は給水量不足のため稼動していない。 
9 プロジェクトでは安全面での懸念からその他の支所の調査は実施しなかった。全支所の情報を取りまとめた包括的

なデータベースは、GIZ が SSUWC 本部の支援（資産管理）の一環で実施しているが、GIZ のデータベースは終了時

評価時点で作成中であった。データベースの作成については、本プロジェクトの管理外であるため、必要な情報が収

集・取りまとめられたという観点から、指標 5-3 は達成されたと判断できる。 



 

3-7 

表 3-3 主要な業務指標 25 項目の達成状況 

番
号 

整理
番号 

指標 単位 2011年平均 2013年4月 

浄水 

1 P1 日平均浄水量（推定） m３/日 5,208 3,711 

2 P2 日平均浄水場稼働時間（推定） 時間/日 17.9 14.1 

3 P3 日平均送水ポンプ場稼働時間 時間/日 28.2 27.2 

4 P4 計画浄水量と実績との差 m３/日 1,992 3,489 

5 P5 運転率（平均浄水量の実績値／計画浄水量） % 72 52 

6 P6 運転率（平均運転時間／24時間） % 74 58 

配水 

7 D1 病院ポンプ場の日平均ポンプ運転時間 時間/日 5.8 3.3 

8 D2 コニョコニョポンプ場の日平均ポンプ運転時間 時間/日 1.5 0.4 

9 D3 浄水場からの全送配水量 m
3
/日 4,928 2,232 

10 D4 
報告された漏水箇所数における修理箇所数の割
合 

% 55 100 

11 D5 月当りの送配水管管理記録日数 日/月 0 30 

水質 

毎日サンプリング（浄水場） 

12 W1 濁度の基準適合率 % 79 100 

13 W2 残留塩素の基準適合率 % 31 91 

週間サンプリング（市内の配水池） 

14 W3 
週間サンプリングの必要日数に対する実績日数
の割合 

% 43 100 

15 W4 
週間サンプルの必要数に対する実績サンプル数
の割合 

% 19 100 

16 W5 濁度の基準適合率 % 77 83 

17 W6 残留塩素の基準適合率 % 13 100 

月間サンプリング（市内の給水栓） 

18 W7 
月間サンプリングの必要日数に対する実績日数
の割合 

% 63 83 

19 W8 
月間サンプルの必要数に対する実績サンプル数
の割合 

% 42 83 

20 W9 濁度の基準適合率 % 76 100 

21 W10 残留塩素の基準適合率 % 14 80 

料金 

20 S1 請求書数 枚 545 476 

21 S2 請求金額 SSP/月 249,348 330,842 

24 S3 請求書配布数の割合（請求書数/全接続数） % 16 13 

25 S4 請求金額の割合（徴収金額/請求金額） % 21 50 
 

指標の達成度から判断し、プロジェクト終了時までのプロジェクト目標達成は期待できる。電力供

給の状況と発電機の燃料の入手状況に左右される業務指標（表 3、P1-P6, D1-D3）を除けば、全ての

業務指標において、2011 年の値から改善が見られる。 

3-1-2「成果の達成状況」で触れたように、日本人専門家の実地研修及びケニアと日本での海外研

修を通じて、ジュバ支所の各部署において水道事業運営能力が大幅に改善している。職員の英語力、

コンピュータ能力、計算能力は限定的であり、阻害要因となったが、日本人専門家は能力向上のため

に運転・維持管理方法を示した張り紙やマニュアルに図や絵を使い、文字が読めない職員や教育を受

けたことがない職員も含めた全ての職員にわかりやすい、簡潔な教材作る等の適切なアプローチを用
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いて、ジュバ支所職員の能力レベル向上をもたらした。また、日本人専門家はまず主要な職員や管理

職員を中心に能力強化をし、これらの主要な職員が、英語力や計算能力が限られている各部署の職員

に運転・維持管理方法を通訳・説明するという 2 段階の方法を採用した。実務研修、チームワーク、

議論を通じた問題解決等の能力向上アプローチは、南スーダン側から高く評価され、能力向上に極め

て有効であった。 

上記のような実地研修の結果、適切な運転・維持管理方法が浄水場、ポンプ場、配水管網に適用さ

れ、職員が上水道施設の定期的な点検を実施し、水量や塩素と硫酸アルミニウムの注入量等を記録し

ている。日々の運転・維持管理記録は、プロジェクトで作成された電子データシートにまとめられて

いる。ほぼ全員の職員がこれまで一度もパソコンに触れたことのなかったが、今では各部署の主要な

職員が、データの取りまとめ、簡単な分析、月報の作成をパソコンを用いてできるようになった。配

水部では、地図作成により配水管網の位置が理解され、漏水状況が適切に記録されることで、より体

系的で効率的な漏水修理作業が実施できるようになった（表 3、D4）。水質検査は浄水場で毎日、ポ

ンプ場と水槽で週ごと、公共水栓と給水車への給水所で月ごとに実施されるようになった（表 3、

W3-4, W7-8）。浄水場と市内の採水地点の水は目標とする濁度と塩素の水準を満たしている（表 3、

W1-2, W5-6, W9-10）。財務部はプロジェクトで作成された顧客台帳データベースを使い、大口顧客を

特定することができるようになったため、料金収入増加を目指し、大口顧客から確実に徴収をできる

ように業務に取り組んでいる。大口顧客から優先的に料金徴収をすることによって、請求金額は 2011

年の月額平均 SSP 249, 348 から、2013 年 4 月には SSP 330, 842 に増加している10。 

外部要因である電力供給の状況と燃料の調達状況に影響される指標に関しては、職員は現在の料金

収入から浄水場とポンプ場の運転時間を計算し、ポンプ運転計画を修正し、修正された計画に沿って

施設を運転している。安定した電力供給なしでは、PDM で目標に設定されている運転時間をプロジェ

クト終了までに達成することは難しいが、職員は習得した知識と能力により、計画的な上水道施設の

運転ができるようになっている。また、効率的な料金徴収方法（電子顧客台帳を使ったデータ管理、

大口顧客からの優先的な料金徴収）、改訂された水道料金、水質の改善による料金収入の増加が期待

されており、1 日当たりの浄水場運転時間（終了時評価時点では 13.7 時間）は、今後増加することが

見込まれる。 

3-1-4 上位目標の達成見込み  

上位目標:  

1) SSUWC ジュバ支所が管轄する水道サービスの質が改善する。 

2) 南スーダン都市水道公社の水道事業管理能力が向上する。 

指標 

1. ジュバ支所管内における水道事業に関する顧客満足度が向上する。   

2. 全ての主要業務指標値がプロジェクト終了時点において改善される。 

3. 支所から提出された報告書や計画書が本部により審査され、支所にフィードバックさ

れる。 
 

指標の達成度から判断し、プロジェクト終了後 3-5 年で上位目標達成が期待できる。一方で、限定

                                                        
10 配達された請求書の数は 2011 年の月額平均 545 枚から 2013 年 4 月には 476 枚に減っている。これは浄水場の運転

時間減少により給水量が低下したために、給水が滞り、請求書の受取を断った顧客がいたためである。 
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的な電力供給は上位目標達成への阻害要因になる。 

プロジェクトで実施された給水サービスに係る社会状況調査によると、給水サービスに係る顧客満

足度（指標 1）は、2010 年の 22.4%から 2013 年には 36.4%に増加した。ジュバ支所職員に対して、

顧客から水質が改善したとの声が寄せられている。SSUWC の給水サービスが満足でない理由として

は、不安定な給水、短い給水時間、不十分な給水量、低い水圧が挙げられた。 

3-1-3「プロジェクト目標の達成見込み」で言及したように、電力供給の状況と直接関連のある指

標（表 3、P1-P6, D1-D3）を除けば、全ての指標でプロジェクト開始時点より改善が見られている。

プロジェクト終了後に適切な運転・維持管理が継続的に実施され、料金収入が増加することで、主要

な業務指標は今後さらなる改善が期待される（指標 2）。 

プロジェクトで作成された審査チェックリストに沿って、SSUWC 本部はジュバ支所から提出され

た月報と年次計画の審査（内容確認）を行なっている。SSUWC 本部は既に何度も審査工程を経てき

ており、他の支所からの報告書も同様に審査できるようになっていると考えられる（指標 3）。しか

しながら、本部からの適切な指示と働きかけがなければ、ジュバ支所以外の支所は報告書を作成・提

出することはほぼ不可能である。今後、どのように支所に対するサポートを行い、各支所を支援する

ドナー機関との調整を行うかについて、本部で検討をする必要がある。 

SSUWC 本部は現在各支所についての運転・維持管理状況を把握すべく調査を行っているところで

ある。プロジェクト実施期間中にはまだ他の支所の月報の審査とフィードバックは行なわれていない

ため、詳細な分析に基づいた適切な指導が各支所に提供されるかについては、現時点では不透明であ

る。 

3-2 プロジェクトの実施プロセス 

3-2-1 プロジェクト管理、モニタリング、オーナーシップ 

プロジェクトでは、日本人専門家、SSUWC ジュバ支所と本部の職員の間で、効果的でオープンな

コミュニケーションが図られた。合同調整委員会は毎年開催され、プロジェクトの進捗に対するモニ

タリングが行なわれた。C/P と日本人専門家は週例会議を実施し、それまでに実施された活動結果、

課題と対策等が話し合われ、そこで職員の間で安全な水を供給することへの強いオーナーシップとコ

ミットメントが醸成された。日本人専門家は短い派遣期間の中で、派遣期間を調整し、日本人専門家

がジュバ支所から不在になることを極力減らし、同時に、ジュバ支所職員の週例会議への参加を促し

た。その結果、ジュバ支所の全ての部署による週例会議が定着した。C/P と日本人専門家の協力が培

われた週例会議を通じて、プロジェクトは変化の多い政治的・財務的状況に臨機応変に対応し、計画

された活動が円滑に実施された。 

3-2-2 モチベーションの維持・向上方法 

日本人専門家はジュバ支所の職員、特に、英語、パソコン、計算の能力が限定的な職員のモチベー

ションを維持・向上させるために、様々な取り組みを行なった。中間レビューでは、職員が英語を理

解できないことが研修への参加率が低い原因の一つであると指摘されており、日本人専門家は英語が

話せない職員の研修内容理解を促進するために、状況に応じてどのような行動を起こすべきかについ
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て、具体例を用いて説明した。また、説明には、施設の運転・維持管理方法を示した対応表や簡単な

図等、視覚的な教材を用意した。プロジェクトのアシスタントや英語が話せる SSUWC 職員が日本人

専門家の研修を通訳した。度重なる議論と修正の結果、簡単で、分かりやすい標準運転手順書とマニュ

アルが作成された。SSUWC 職員は、勤勉で、辛抱強い日本人専門家と一緒に働くことで、運転・維

持管理の方法だけでなく、時間管理、問題解決、安全な水へのコミットメントを習得した。日本人専

門家は研修後の習熟テストで成績のよかった職員に対して賞を与えるなど、適度にインセンティブを

与え、職員のモチベーションを高めた。 

3-3 中間レビュー提言への対応 

3-3-1 提言 1: 広報活動の強化 

中間レビューの提言を踏まえ、プロジェクトは様々な広報活動を実施した。ジュバ支所では、約

60 名の地元小中学生を招き、浄水場の社会見学を行なった。ジュバ支所職員は上水道施設の仕組み

をポスターを使って小中学生に説明した。この発表を準備する過程で職員のモチベーションとオー

ナーシップが醸成された。地元テレビ局はこの社会見学の様子を放送した。また、社会見学では、地

元ミュージシャンによって作られた「Water is Life」という水を大切にするための啓蒙ソングが流さ

れ、小中学生が一緒に歌った。プロジェクトでは、絵画コンテストを開催し、水の大切さに対する消

費者の理解の増進に寄与した。今後も、SSUWC の役割に関する理解を深め、料金徴収を向上させる

ために、給水サービスの消費者の意識啓発をするための継続した取り組みが期待される。 

3-3-2 提言 2: 南スーダン側の積極的なプロジェクト参加と日本側の側面支援の確保  

中間レビューでは、SSUWC 職員の能力向上をさらに深めるために、会議や研修への南スーダン側

の積極的な参加を求めた。その結果、C/P の週例会議や研修への参加度は中間レビュー以降高まった。

各部署の職員は自分達で議題と配布資料を用意し、週例会議に積極的に参加するようになった。日本

人専門家は追加的な基礎パソコン研修や英語研修を提供し、職員の基礎的なパソコン技術や英語力の

向上に努めた。中間レビュー後、英語ができる SSUWC 職員やプロジェクトのアシスタントが研修を

アラビア語に通訳をすることで、英語ができない職員の理解を促した。これらの取り組みと双方の参

加により、能力向上が促進された。習熟度確認テストでは、研修を受けた職員の能力が大きく向上し

ていることが確認された。 

3-3-3 提言 3: 効果発現に必要な機材の追加投入 

中間レビューの提言に従って、期待される成果の発現のために必要な機材が適切なタイミングで追

加投入された。新しい塩素注入器が設置されたことにより、適切な量の塩素を注入できるようになっ

た。藻等のつまりからの故障を無くすために、取水の流量計が電磁式のものに交換された。また、8

台のバイクが供与され、請求書の配達、採水、メーターの確認と配水パイプの点検がより効率的に実

施されるようになった。 

3-3-4 提言 4: 運転・維持管理活動に必要な予算の確保 

継続的な運転・維持管理活動に必要な予算の確保は最も難しい。（中間レビューの提言で指摘され

た）試薬の費用とジュバ支所以外の支所の国内旅費も、化学薬品と発電機の燃料も、緊縮財政下の南
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スーダン側からは支出されていない。一方で、ジュバ支所は料金収入の全てを運転・維持管理に活用

できるようになっている。財務形態の変化に対応し、職員は料金収入に合わせて施設の運転時間を調

整し、ポンプ運転計画を修正した。2014 年 1 月までに 24 時間のポンプ運転を目指し、ジュバ支所は

改訂された料金に基づいた料金徴収、効率的な料金徴収方法、流量計の設置等、収入を増加させるの

ための取り組みを実施している。 

3-3-5 提言 5: 必要な職員の雇用による組織強化 

中間レビューで提言されたにもかかわらず、各部署と本部の主要なポストへの人員はまだ配置され

ていない。水質検査室職員の検査能力は向上している一方で、適切な資格のある職員を早急に採用す

る必要がある。また、SSUWC 本部と全支所の適切な計画立案と管理のためには、本部の中間管理職

の雇用が引き続き期待される。 
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第4章 評価結果 

4-1 5 項目による評価 

4-1-1 妥当性：高い 

本プロジェクトは南スーダン国民のニーズ、南スーダン国政府の開発政策、我が国の対南スーダン

国援助政策と整合性が取れており、その妥当性は高いと評価できる。プロジェクトのアプローチも適

切である。 

（1） 南スーダン国民のニーズとの整合性  

ジュバ市では、浄水の絶対的な不足と配水システムの不適切な運転・維持管理により、都市給

水サービスが十分に供給されていないため、これらへの対処を主目的とする本プロジェクトは最

終受益者のニーズと整合性が取れている。ジュバ支所は 1 日当たりの最大浄水能力 7,200 m
3の浄

水施設をもってジュバ市に給水しているが、給水先は目下、企業や工場にほぼ限られている11。

人々は給水車で販売される未処理の川の水と塩分濃度の高い浅井戸の水を飲用している。ジュバ

市の急速な人口増加に伴い、政府がジュバ市の住民に十分で安心して飲める水を供給することが

急務となっている。 

（2） 南スーダン政府の開発政策との整合性  

上記の背景の下、南スーダン政府は水政策（2007）において、都市給水・衛生サービスの提供

を社会経済開発の優先課題と位置づけている。その中で、政府は利用可能な水資源の効率的・公

平・持続可能な開発と活用を促進することを目標としている。特に、政府は急増する都市人口に

対し、安全で、手頃な価格で、安心できる給水・衛生サービス確保を約束している。水政策の具

体的な目標には、都市給水・衛生サービスにおける全ての職員への技術・管理研修実施と、効率

的な管理業務を通じた都市給水システムの財務的持続性の確保が含まれている。 

（3） 日本の ODA 政策との整合性 

日本の対南スーダン援助政策では、「ベーシック・ヒューマン・ニーズ（BHN）への支援」を

南スーダンの開発支援に対する 3 つの優先課題の一つに位置づけている。また、BHN 支援は、2005

年にオスロで開催された第 1 回スーダン・コンソーシアム（支援国会合）において強調された、

日本の基本的援助方針である「平和の定着」に向けた重点課題に掲げられている。南スーダンへ

の支援政策では、BHN 支援の一環で、給水システムの改善を含む、公共サービス強化を目標とし

ている。加えて、日本は、2008 年の第 4 回アフリカ開発会議（TICAD IV）において、アフリカ

の 650 万人に対して、安全な飲料水を提供することを約束していた。 

（4） プロジェクトアプローチの妥当性 

SSUWC のジュバ支所と本部の運営能力を向上させるためのアプローチは妥当である。本プロ

ジェクトでは主に、ジュバ支所の管理職と技術スタッフを対象に一連の実地訓練を行なった。日

本人専門家は、職員と一緒に運転・維持管理活動を実施し、点検記録、上水道施設維持管理、各

                                                        
11 プロジェクト開始時点（2010 年）で、給水サービスにアクセスできるのは、ジュバ市内の人口のうちわずか 8%で

ある。 
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部署間でのコミュニケーション、報告書作成に係る彼らの能力強化を図った。実践的な指導と実

用的な研修を中心とした能力強化のアプローチは、ジュバ支所の管理職職員と技術スタッフが知

識と能力をすぐに日常業務に反映させることができるため、適切であったと評価できる。 

4-1-2 有効性：やや高い 

プロジェクト終了時までにプロジェクト目標が達成される見込みは期待でき、プロジェクト目標達

成と成果の発現には明確な関連性があるため、有効性はやや高いと評価できる。 

（1） プロジェクト目標の達成見込み 

3-1-3「プロジェクト目標の達成見込み」で言及したように、プロジェクト終了時までにジュバ

支所の運営能力が強化されることは期待できる。2012 年からの不安定な電力供給により、本プロ

ジェクトは浄水場とポンプ場の目標運転時間を達成することは困難である。その結果として、2011

年月平均に比べ、2013 年 4 月時点で改善が見られるのは 56%（14 項目）の業務指標に限られて

おり、目標として設定されていた 80%には到達していない。一方、職員は料金収入から浄水場と

ポンプ場の運転時間を計算し、運転計画に基づいて計画的に上水道施設を運転するための能力と

知識を習得している。2014 年 1 月までに経済的に自立した組織となり、24 時間運転を達成するた

めに、SSUWC は適切な運転・維持管理活動を継続的に実施して、収入を増加させるための適切

な取り組み（効率的な料金徴収システムの導入、水道料金の改訂、各戸接続に対するメーターの

設置）を行なう予定である。料金徴収の向上により収入が増加すれば、職員は浄水場とポンプ場

を長時間運転・管理し、より多くの水を生産することができると考えられる。 

（2） プロジェクト目標と成果の因果関係 

PDM で挙げられている 5 つの成果は、SSUWC の運営能力向上に必要な構成要素（取水・浄水

施設の運転・維持管理「成果 1」、送配水施設の運転・維持管理「成果 2」、水質管理「成果 3」、

財務管理「成果 4」、SSUWC 本部のジュバ支所へのサポート体制「成果 5」）を全て網羅している。

従って、5 つの成果の発現はプロジェクト目標の達成に直結している。3-1-2「成果の達成状況」

で触れたように、期待される成果はほぼ達成されたか、既に達成されており、SSUWC ジュバ支

所の運転・運営能力、本部のサポート体制は向上されていると判断できる。 

4-1-3 効率性：中程度 

政府予算の削減と不十分な電力供給により、成果の発現に一部制約があったものの、期待される成

果の発現のためにほとんどのプロジェクト活動が計画通りに実施されており、プロジェクトの効率性

は中程度と評価できる。 

（1） 成果の発現及び投入・活動と成果の因果関係 

プロジェクトに大きな影響を与えた外部条件の大幅な変化（緊縮財政、電力供給の停止、人事

異動）を受けつつも、プロジェクトは期待される成果の発現を促進させるために、ポンプ運転計

画の修正、インセンティブ（賞等）の付与、週例会議での C/P と日本人専門家の活発な議論等、

適切な対応を行い、実用的なアプローチを採用した。 

活動の実施に必要なほとんどの投入は、適切なタイミングで供与され、成果の発現に効果的に

貢献した。日本人専門家はプロジェクト実施期間中、ジュバ支所から不在になることを極力減ら
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すために派遣のタイミングを調節したことによって、適切にプロジェクト活動が実施された。日

本とケニアでの研修は顧客メーター管理、人材管理、配水管網の運転・維持管理、電気機械シス

テムを含む、幅広い分野について複数回開催された。外国での研修機会は、本部、水資源・灌漑

省、ジュバ支所、ワウ支所、マラカル支所の管理職や技術スタッフへ幅広く提供され、管理職か

ら実務レベル職員のモチベーションとオーナーシップの醸成に貢献した。また、中間レビューの

提言（提言 3）に対応し、塩素注入器、電磁式流量計、バイク等が追加的に投入され、ジュバ支

所の運営の効率性を向上させた。 

プロジェクトの初期段階では、南スーダン側の研修参加率の低さと限定的な英語力がプロジェ

クトの効率性を低下させる原因となっていたが、日本人専門家が職員と一緒に辛抱強く作業をし、

同じ内容の研修を何度も繰り返し実施し、基礎英語やパソコンの研修を提供した結果、日々のデー

タ収集や適切な運転・維持管理作業等、日常業務の具体的な改善が見られている。 

プロジェクトは情報共有を通して、GIZ や USAID と効果的な連携を図ってきた。GIZ や USAID

を含むドナー機関は、SSUWC 本部の主催する都市水道ワーキング・グループで毎月集まり、情

報共有を行なっている。また、GIZ と USAID の都市給水プロジェクト担当者は、本プロジェクト

の進捗や活動計画が発表されたセミナーにも参加している。本プロジェクトで作成したジュバ支

所とマラカル支所の既存施設や給水サービスに係る調査報告書は、現在 SSUWC の全支所の包括

的データベースを作成している GIZ に提供された。USAID は現在、本プロジェクトで作成された

配水管網情報の入ったジュバ支所の GIS 地図に追記する形で、顧客情報の入った GIS 地図を作成

している。 

（2） 成果発現への外部条件  

2 つの外部条件（政府予算の削減と不十分な電力供給）により成果の発現が一部制約を受けた。

予算の制約により、南スーダン側は水質試験の試薬と化学薬品の費用を捻出することが困難で

あった。支所の国内旅費の不足により、活動 5-5「他の支所及び水資源・灌漑省との月例会議の

開催支援」の実施が妨げられることとなった。即ち、SSUWC 本部によって月例会議は開催され

ていたものの、ジュバ支所以外の支所の参加は得られなかった。 

3-1-3「プロジェクト目標の達成見込み」で言及したように、2013 年 1 月から電力供給は完全に

停止している。職員は運転計画を修正し、浄水場とポンプ場の運転時間を調整している。浄水量

はやむを得ず減少しているものの、現在職員は計画的に施設の運転を実施できるようになってい

る。 

4-1-4 インパクト：大きなインパクトを発現する可能性がある 

プロジェクト終了後 3-5 年での上位目標達成は期待できると判断できる。SSUWC 本部とジュバ支

所の職員が確固たるコミットメントを持って、適切な運転・維持管理活動と財務管理を継続していけ

ば、プロジェクトは大きなインパクトを発現する可能性がある。 

（1） 上位目標達成見込み 

本プロジェクトの上位目標は、(1) SSUWCジュバ支所が管轄する水道サービスの質が改善する、

(2) 南スーダン都市水道公社の水道事業管理能力が向上する、である。3-1-4「上位目標の達成見
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込み」で触れたように、(1) 給水サービスへの顧客満足度、(2) 主要な業務指標、(3) SSUWC 本部

による支所の報告書と計画の審査（内容確認）能力、という 3 つの指標の達成度から判断し、プ

ロジェクト終了後 3-5 年での上位目標達成は期待できる。プロジェクト期間中、浄水量が減少し

たにもかかわらず、水質の改善により顧客満足度は上昇している。2013 年の料金収入の増加傾向

を踏まえ、上水道施設の運転時間は増加する見込みであり、それにより、顧客満足度が一層高ま

ると考えられる12。日常的な上水道施設の点検、データ管理、週例会議を通じたコミュニケーショ

ン、本部への月例報告と本部による審査は、ジュバ支所の通常業務として定着している。SSUWC

本部とジュバ支所の職員は、現在の運転・維持管理活動を継続的に実施することが重要である。 

（2） 上位目標達成への貢献要因・阻害要因 

上位目標達成への重要な貢献要因は、プロジェクトで実施されてきたジュバ市の都市給水サー

ビスの質改善を目指した開発パートナー（USAID、GIZ、多国ドナー信託基金「MDTF」等）との

協力が挙げられる。プロジェクト活動の中で、公共水栓の運営形態を検討するにあたり、日本人

専門家は GIZ の公共水栓の運転手引きを参考にした。また、GIZ は現在作成中の資産管理データ

ベースに活用するために、日本人専門家に対し、本プロジェクトで作成された支所に関するデー

タを共有するように要請してきている。アフリカの持続可能な給水と衛生（SUWASA）プログラ

ムにおいて、USAID はワウ支所とマリディ支所が経済的に自立した組織となるように支援をして

おり、その中で、ワウ支所の顧客の位置情報、料金支払い状況、メーターの設置状況等を示した

GIS 地図を作成した。USAID は現在、小規模インフラ・プロジェクトにて、同様の顧客情報入り

の地図をジュバ支所の水道区域でも作成することを計画しており、その地図作成には本プロジェ

クトで作成された配水管網の地図が活用される予定となっている。このように開発パートナーの

効果的な連携が相乗効果をもたらし、上位目標の達成を促進すると考えられる。 

3-1-2「成果の達成状況」で触れたように、電力不足は給水サービスの質に負の影響をもたらし、

上位目標達成についても阻害要因になり得る。 

4-1-5 持続性：中程度 

プロジェクトの持続性は中程度と評価できる。一方で、本プロジェクトでは、上水道施設の適切な

運転・維持管理、水質検査、財務管理を実施するための技術的な基礎を習得した人材を輩出し、各部

署で情報共有と連携をする組織内部の体制を作り上げた。他方で、燃料と運転・維持管理費用を確保

することと SSUWC 本部とジュバ支所の組織を強化することは、今後、克服すべき課題となっている。 

（1） 制度面 

制度的持続性は、南スーダン政府の都市水道セクター開発に係る全般的な戦略に鑑みて、確保

されていると判断できる。2011 年に南スーダン政府は水政策（2007 年）を実現させるためのガイ

ドラインとして「上下水道と衛生（WASH）セクター戦略的枠組み」を採択している。WASH セ

クター戦略的枠組みでは、「持続可能、公平、費用回収の理念に基づいた都市給水サービスの効率

的な改修、拡張、開発、管理の確保」を目指した都市給水戦略が掲げられている。「南スーダン開

発計画（2011-2013 年）」は改善された上下水道インフラを経済的目標の柱の中で最も重要な 5 つ

の優先プログラムに位置づけており、本プロジェクトは同計画と整合性が取れている。 

                                                        
12 ジュバ支所の料金収入は、2013 年 1 月の SSP 102, 272 から 4 月の SSP 166, 076 と着実な増加傾向にある。 



 

4-5 

（2） 組織面 

組織面としては、まず SSUWC 本部とジュバ支所の各部署の役割と責任が明確に設定され、各

関係部署に理解された。プロジェクト活動で明らかとなったニーズを元に、ジュバ支所では計画・

プロジェクト部と顧客サービス部が新設された。ジュバ支所の計画と顧客サービスを適切に機能

させるために、今後これらの新設された部署の組織強化と能力向上が必要である。現在、日本人

専門家が出席しなくても週例会議がジュバ支所の全ての部署の参加により実施されており、今後

も活動の進捗に係る情報共有や課題や計画を検討する上で、週例会議が重要な役割を果たしてい

くことが期待される。 

人員配置は、組織的持続性への課題である。中間レビューでは SSUWC 本部とジュバ支所へ適

切な資格を持った職員を増員する必要があると指摘された（提言 5）。しかしながら、終了時評価

時点においても、本部の中間管理職レベル（技術課長、商務課長等）と水質検査室職員の両者と

も配置に至っていない。収入を増加させるためには、料金徴収担当者の人数を現在の 4 名から大

幅に増員する必要がある。現在ジュバ支所のエンジニアのポストは 4 席中 2 席しか埋まっておら

ず、浄水と配水分野での技術職員のニーズは高いため、大卒のエンジニアの増員が必要である。

SSUWC 本部とジュバ支所への人員配置については、既に SSUWC 総裁から財務・経済計画省へ

要請が提出されているとのことである。 

（3） 技術面 

本プロジェクトは継続的な運転・維持管理、適切な記録管理、定期的な情報共有に係る技術的

基盤を確立した。ジュバ支所職員は、年次計画に基づいて運転・維持管理活動を実施するための

基礎的な能力と知識を習得した。特に、浄水部、配水部、財務部の主要な職員は、プロジェクト

で習得した能力と知識を使い、各部署の担当業務について、他の職員に技術を移転し始めている。

適切な量の塩素や凝集剤を注入し、定期的な水質検査をできるようになった結果、水質が改善し

ている。上水道施設の運転・維持管理に係る職員の技術能力は、既存の施設を適切に運転・維持

管理する上で最低限必要な水準に達している。一方で、今後のポンプ運転時間の延長と浄水量の

増加を見据え、新しく導入された運転・維持管理方法をジュバ支所全職員がプロジェクト終了時

までに継続して実施する必要がある。 

（4） 財務面 

SSUWC の財務的自立は本プロジェクトの直接的な目的ではなかったものの、本プロジェクト

は SSUWC が財務的自立を達成するための基盤構築に貢献した。南スーダン政府は発電機用の燃

料の SSUWC への現物支給を停止しているため、ジュバ支所は料金収入から燃料を購入し、それ

に基づいて計画的に上水道施設を運転している。プロジェクトで導入された効率的な料金徴収の

方法と 2013 年 2 月からの水道料金の値上げにより、毎月の収入は 2013 年 1 月の SSP 102,272 か

ら 2013 年 4 月の SSP 166,076 へと確実に増加している。また、水質の改善により、顧客の料金支

払い意欲は増加しており、これも料金収入の増加に貢献していると考えられる。プロジェクトで

実施された収入予想によると、ジュバ支所は 2014 年 1 月には月間収入が SSP 202,000 に達し、24

時間運転が可能になることが予想されている。質と量の両面で給水が向上することを見込んで、

ジュバ支所では市内に料金支払い窓口を設置したり、銀行振り込みでの料金支払いを可能にする

等、SSUWC 事務所に出向くことが難しい顧客が料金の支払いを簡単にできるように、新しい料
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金徴収方法の検討を始めている。また、ジュバ支所が改訂された料金で大口顧客から優先的に料

金徴収をすることで、月間収入は増加していくものと考えられる。料金収入を発電機の燃料に充

てることで、浄水場とポンプ場の運転時間が延長され、浄水量は増加し、その結果、給水サービ

スの質が向上していくことが期待されている。プロジェクト終了時までに目標である浄水場の運

転時間（1 日当たり 17.9 時間。表 3-3 の指標 P2 参照）を達成することは難しいが、ジュバ支所

は 2014 年 1 月の 24 時間運転を達成するために、効率的な料金徴収システムと新しい料金設定を

導入することで料金収入を上げる計画である。 

4-2 結論 

本プロジェクトは SSUWC ジュバ支所と本部の運営管理能力強化にあたり、着実な進展を遂げてい

る。期待されるそれぞれの成果の達成度から判断し、プロジェクト終了時までにプロジェクト目標が

達成されることが期待できる。 

南スーダン国政府の開発政策、日本政府の援助政策、受益者のニーズを踏まえ、本プロジェクトの

妥当性は高いと評価できる。本プロジェクト実施により、ジュバ支所の基本的な運転・維持管理と運

営の能力が強化されており、有効性は比較的高いと判断できる。一方で、全職員の能力レベルを引き

上げることが、上水道施設のより一層の運営効率化を図るために肝要である。プロジェクト期間の初

期段階では SSUWC 職員の活動への参加が計画通りに得られなかったが、これまで全体的な投入が期

待される成果の発現に概ね転換されているため、効率性は中程度であると評価できる。ジュバ支所職

員が適切な運転・維持管理と運営管理を継続的に取り組むことで、本プロジェクトは大きなインパク

トを発現する可能性がある。プロジェクトの持続性を向上させるためには、適切な資格を持った職員

を水質検査室、本部、財務部に配置することと、運転・維持管理費を賄うために収入を増加させるこ

とが必要である。 

復興国で水道事業体の運転・維持管理と運営の基盤を敷くことは非常に難しいことであるが、本プ

ロジェクトは SSUWC ジュバ支所と本部において、職員の運転・維持管理能力向上をもたらした。 
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第5章 提言と教訓 

5-1 提言 

5-1-1 プロジェクトで導入された運転・維持管理手順やデータ管理方法の継続的な実施 

本プロジェクト開始前のジュバ支所では、体系的な運転・維持管理、電子化された記録管理、適切

かつ定期的な水質分析は行われていなかったが、現在ではこれらの運転・維持管理、記録管理、水質

分析を適切に実施できるようになった。本プロジェクト実施により、ジュバ支所では浄水部と配水部

の職員が適切な運転・維持管理能力を、財務部職員がデータ管理能力を、水質検査室職員が定期的な

水質検査能力を習得している。今後の水道施設の給水量増加を見据え、事業体の運営を一層強化する

ためには、各部署がプロジェクトで導入された運転・維持管理手順やデータ管理方法に基づいて担当

業務を確実に実施する必要がある。 

5-1-2 内部研修計画の検討 

本プロジェクトを実施する中で、主要な職員が自発的に他の職員に技術移転を行う動きが始まって

いる。職員同士での技術移転は、講師と研修生の間に既に信頼関係があり、共通言語でコミュニケー

ションを図ることができ、講師が研修生の学習ニーズに効果的に対応することができるため、有効で

ある。今後、職員全体の運転・維持管理と料金徴収活動の能力レベルの底上げを図るために、組織的

な内部研修の計画について、本部とジュバ支所が検討を始めることが望まれる。 

5-1-3 他の支所への支援 

本プロジェクトでは、SSUWC 本部がジュバ支所の提出した月報と年次計画に対して、体系的に審

査（内容確認）と助言を行なう仕組みを構築した。SSUWC 本部はジュバ支所から提出された報告書

を審査することができるようになったが、ジュバ以外の支所が月報や年次計画の作成・提出をできる

ようにするためには、本部は他の支所に対して適切な指導や働きかけが必要である。SSUWC 本部は

ジュバ以外の支所に対して、効果的な取り組みや教訓を共有する場として定期的な会議を催したり、

プロジェクトで作成されたフォーマットを使い定期的な報告書作成を義務づけるなど、運営支援をす

るための効果的な戦略を立てる必要がある。これらの対策により、SSUWC 本部と支所の間でのコ

ミュニケーションと情報共有がさらに促進されると考えられる。 

5-1-4 料金徴収の増加 

南スーダン政府の財政の見通しが不透明な状況の中で、SSUWC の財務的持続性を確保するために

は、本プロジェクトの直接の目標や成果の一部ではないものの、料金徴収を増加するための継続的な

活動が求められる。ジュバ支所の財務部は電子化された顧客台帳の導入により、料金徴収活動がこれ

までよりも効率的に実施されているが、財務部の請求書を配布する職員の数を増やすことで、より一

層料金収入を増やすことができる。財務部では支払いを容易にし、料金徴収率を上げるために、ジュ

バ市内に支払い窓口を設置したり、銀行振り込みを可能にする等の方法について検討を進めている。

また、各戸接続や商業施設にメーターの設置を進めることで、適切な料金徴収がなされると考えられ

る。メーターの設置を進めるために、プロジェクト実施期間中に日本人専門家の協力の下、ジュバ支
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所はメーター設置に係る費用の概算を本部に提示することが期待される13。加えて、日本の無償資金

協力プロジェクト14によって、2015 年までに 120 箇所の公共水栓と 8 箇所の給水車への給水所が新た

に設置される予定であり、料金収入の増加に資すると期待される。多くの公共水栓の管理人を適切に

管理・監督するためには、ジュバ支所はプロジェクトで作成された「公共水栓と給水車への給水所の

管理形態の評価」報告書をもう一度見直し、教訓を分析し、公共水栓と給水車への給水所の管理にお

ける人員配置体制を計画し始めることが望まれる。ジュバ支所の契約管理能力も強化が必要である。    

5-1-5 適切な資格を持った職員の採用 

組織的持続性を確保するためには、空席になっているポストに適切な資格を持った職員を採用する

ことが肝要である。中間レビューの提言にあるように、SSUWC 本部の課長職のポスト（技術課長、

商務課長）と水質検査室職員は早急に配置される必要がある。また、請求書を配布する職員が増員さ

れることで、料金収入の増加が見込まれる。ジュバ支所にエンジニアを採用することで浄水部と配水

部の技術能力のさらなる向上が見込まれる。SSUWC 本部とジュバ支所への新しい職員を採用するた

めの要請は既に財務・経済計画省に提出されているため、採用の進捗を確実にするためには財務・経

済計画省に対して、適切な働きかけを継続する必要がある。 

5-2 教訓 

5-2-1 復興国における能力開発の方法 

スーダンの長引く内戦により SSUWC を含む公共インフラや施設を激しく破壊された。SSUWC 職

員のほとんどは学校教育を受けておらず、識字や計算のできないものもいる。プロジェクトの有効性

と効率性を達成するためには、プロジェクト期間の早い段階で C/P の能力レベルと学習ニーズを判断

し、ターゲット・グループに適したアプローチを取ることが重要である。本プロジェクトでは、職員

が自分達の手で運転・維持管理が実施でき、月報が作成できるように、標準運転手順書、運転・維持

管理マニュアル、月報のフォーマットが何度も改訂された。日本人専門家は読み書きの能力に関わら

ず全ての職員に分かりやすく、簡潔な資料を作成するため、運転・維持管理手順を図や表で表したポ

スターやマニュアルを作成した。また、日本人専門家は運転・維持管理の基本概念と適切な運転・維

持管理方法、水質検査、料金徴収、データ管理を長い時間をかけて繰り返し教えた。C/P の能力レベ

ルを把握し、能力レベルに合わせたアプローチを使うことは、復興国での能力向上には不可欠である。 

 

以上 

                                                        
13 ジュバ支所には多国ドナー信託基金によって供与された 2,000 個の流量計がある。 
14 「ジュバ市水供給改善計画」（2012-2015） 
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